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～近所付き合いから始まる身近な地域～
絆を深める自治活動
～近所付き合いから始まる身近な地域～

「千代河鹿がえるまつり」で
ちょうちんを手にする子どもたち
地元住民の方々が中心となって
開催している千代河鹿がえるまつり。
子どもの時から地域の行事に参加
することで、ふるさと意識の醸成に
つながっています。
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同
じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
自
主
的
に
運
営
し
て

い
る
自
治
会
、町
内
会
、区
、組
合
な
ど
を 「
自
࣏
活
ಈ

組
৫
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と
呼
ん
で
い
ま
す
。日
ご
ろ
か
ら
親
睦
と
交
流

を
通
じ
て
住
み
΍
す
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
暮

ら
し
に
一
番
身
近
な
組
織
で
す
。ま
た
、 「
地
域
の
つ
な

が
り
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に
よ
る
安
全
と
安
心
を
つ
く
り
だ
し
ࡂ、
֐
時

の
助
け
合
い
の
ج
൫
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
、価
値
観
や
近
隣
関
係
の
変
化
に
よ
り
、人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と
な
り
、地
域
に
よ
っ
て
は

自
治
活
動
へ
の
参
加
率
が
低
下
す
る
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
を
維

持
し
て
い
く
に
は
、地
域
の
શ
員
が
参
加
し
て
、地
域

の
将
来
を
考
え
、お
ޓ
い
に
ڠ
ྗ
し
合
う
こ
と
が
大
切

と
な
り
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
域
を
今
日
ま
で
大
切
に
守
り
育
て
、

地
域
の
価
値
を
高
め
て
き
た
自
治
活
動
組
織
。

隣
近
所
の
方
々
と
声
を
掛
け
合
っ
て
、絆
を
深
め
る

活
動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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Խ
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୊
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な
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ׂ
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୲
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い
る
ࣗ
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׆
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಺
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۠
で
は
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り
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਑
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ߦ
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地
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૿
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ࣗ
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さ

ん
一
人
一
人
の
参
加
が
大
切
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
ム
ト
ス
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
内
線
５
４
３
１

絆を深める自治活動
～近所付き合いから始まる身近な地域～
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特集：絆を深める自治活動～近所付き合いから始まる身近な地域～

൧ా͸৓Լொͱͯ͠ൃల͖ͯ͠·ͨ͠ɻ൧ా
৓ओͷഅ৔ௐ࿅৔ʢ˞ʣ͕ ͋Δ৔ॴΛഅ৔ொɺߐ
ொɺ̎ށߐͷॅ୐஍Λ࢜຿ͷ෢ۈށ ͭͷொͷ
ؒΛ஥ϊொͱ໊෇͚·ͨ͠ɻ஥ϊொͷ௨Γͷେ
൒͕ত࿨̎̎೥ͷ൧ాେՐ͔ΒԆমΛ໔Εͨ
ͷͰɺྺ ͯͬ࢒଄෺͕਺ଟ͘ݐత࢙ い·͢ɻ
௨Γͷத΄Ͳʹɺ൧ా͕ੜΜだ೔ຊըՈɾ
ඛాय़૲ͷੜ஀஍͕͋Γ·͢ɻ͔ࠓΒ̔೥લɺ
͜͜Λय़૲Λݦজ͢ΔެԂͱͯ͠ଟ͘ͷࢢຽʹ
਌͠ΜͰ΋Β͓͏ͱい͏ӡಈ͕෸্͖͕Γ·͠
ͨɻ̎ 
̍ ̌̌ ສԁʹ΋͓ΑͿد෇͕ۚू·Γɺࢢ
ʹΑͬ ʮͯඛాय़૲ੜ஀஍ެԂʯͱཱͯ͠೿ʹ
੔උ͞Ε·ͨ͠ɻੴ৞Έ෩ͷฮ૷ʹվྑ͞Εͨ

͜ͷ௨ΓΛ஍ҬͰ͸ʮय़૲௨Γʯͱ໊෇͚ɺ൧ా
ͷྺ࢙ͱจԽͷ߳ΓΛຯΘ͑ΔΑ͏ʹऔΓ૊Μ
Ͱい·͢ɻͥ ͻҰ౓ʮय़૲௨ΓʯΛาいͯΈͯ͘
だ͞いɻ
※馬場調練場：武士が乗馬などの訓練をする場所

飯田の歴史と文化を感じる春草通り
藤本 勝さん （橋北地区在住）

ʹΔԽʯ͑ݟಈͷ׆೥͸ʮ·ͪͮ͘Γࠓ ͚޲
ͯɺ֤ ஂମͷ೥ؒࣄߦͳͲ͕Ұ໨ͰΘ͔Δʮ઒
࿏ΧϨϯμʔʯΛ࡞੒͠·ͨ͠ɻ·ͨɺճཡ൛ͷ
৘報఻ୡͷ࣮ଶΛ೺Ѳ͢Δʮճཡ൛ௐࠪʯ΍ɺ
໾һձͷ༷ࢠΛଈ࠲ʹ఻͑Δʮ໾һձだΑΓʯ
ͳͲɺޮߦൃ Ռతͳ広報ͷͨΊͷऔΓ૊ΈΛ͠
ͯい·͢ɻ͞ Βʹɺ઒࿏·ͪͮ Γ͘ҕһձಠࣗ
ͷϗʔϜϖʔδΛ্ཱͪ͛ɺいͭͰ΋ɺͲ͜Ͱ
΋ɺ୭Ͱ΋઒࿏·ͪͮ Γ͘ҕһձͷ͜ͱ͕෼͔
Δ͜ͱΛ໨׆ͯ͠ࢦಈͯ͠い·͢ɻ
·ͨɺʮ઒࿏ʹؼΖ ʂ͏ϓϩδΣΫτʯͰ͸ɺ઒
࿏ग़਎ऀ ʮʹ઒࿏ΧϨϯμʔʯͱʮ;Δ͞ͱೲ੫
઒࿏஍۠ԠԉୂʯνϥγΛૹ෇͢Δ༧ఆͰ͢ɻ

͜ΕʹΑΓɺڷނΛ཭Εͨํʑʹ઒࿏Λࢥいग़
ͯ͠΋Βいɺʮい͔ͭ͸઒࿏ʹؼΖ ʂ͏ʯͱい͏
͖͔͚ͬΛͭ Γͨ͘いͱࢥい·͢ɻ
͞·͟·ͳ׆ಈΛ௨ͯ͠ɺࢢͷߦ੓ͱ઒࿏ͷ
ॅຽ࣏ࣗͱ͕૬܎ؔ׬ิޓΛอͪɺॅ ຽͷॅ
ຽʹΑΔॅຽͷͨΊͷ઒࿏·ͪͮ Γ͘׆ಈΛ࣮
ફͯ͠い
͖·͢ɻ

まちづくり活動を地域内外に広報
中島千明さん （川路地区在住）

市内の２０地区では、それぞれに地域の宝があり、また、抱えて
いる課題もさまざまです。自分が住んでいる地域をよりよい地域
にしていくためにできることを考え、その地域の特徴を生かして
住民の皆さんが自ら取り組んでいる活動を紹介します。

春草通りで行われたまちなか巡り「春草通りを歩こうかい」

２６０年の　　　
伝統がある

「川路祇園祭り」

ͻͩ͠͠ΎΜͦ͏

しゅんそう
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ಛूɿឺΛਂΊΔࣗ׆࣏ಈʙۙॴ෇͖߹͍͔Β࢝·Δ਎ۙͳ஍Ҭʙ

Ӌ৔·ͪͮ Γ͘ҕһձͰ͸ɺ̒ ݄̎೔ɺ౔࠭ࡂ
ࡂ๷֐ࡂ࿅ʹ߹Θͤɺ౔࠭܇ࡂ౷Ұ๷ࠃɾશ֐
ձ͸ɺӋࡂい·ͨ͠ɻӋ৔஍۠ࣗओ๷ߦ࿅Λ܇
৔·ͪͮ Γ͘ҕһձɺಉۀࣄ෦ձɺ࿈߹੨૖೥
ձɺ੺ेࣈไஂ࢓ɺফ๷ஂɺຽੜҕһͰߏ੒͞
Εɺ೥̎ճͷ๷܇ࡂ࿅Λ࣮ͯ͠ࢪい·͢ɻ
࿅͸ɺӋ৔஍۠ͷ౔࠭܇ࡂ๷֐ࡂճͷ౔࠭ࠓ
Λத৺ʹɺᶃ֤ऀॅډռ۠Ҭ಺ͷܯಛผ֐ࡂ
ொ಺ͷॅຽ΁ͷਝ଎ͳ৘報఻ୡɺᶄਝ଎Ͱ
త֬ͳආ೉ॴ։ઃͱӡӦɺᶅཁࢧԉऀͷత֬
ͳ҆൱֬ೝɺᶆࣗओ๷ࡂձ໾һͷ෼୲੹೚ͷ
ཧղͱ۩ମతߦಈͷ֬ೝͳͲΛ໨ඪʹߦい·
ͨ͠ɻৗʹײػةΛͪ࣋ͳ͕Β܇࿅ʹࢀՃ͠ɺ

Πβɺͱい͏࣌ʹԿΛ͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳい͔ࣄ
લʹ͔͓ͯ͑ߟͶ͹ͳΓ·ͤΜɻ
҆શɾ̓ ৺ͰॅΈΑい·ͪͮ Γ͘ͷͨΊʹ΋ɺ
օͰ͠ྗڠॿ͚߹ͬͯ い͖ͨいͱࢥい·͢ɻ

防災による助け合いの取り組み
宮下典彦さん （羽場地区在住）

ೆ৴ೱ·ͪͮ Γ͘ҕһձͷಛผҕһձͰ͋Δ
ʮೆ৴ೱ஍Ҭ෱ࢱϓϩδΣΫτʯ͸ɺ஍ݩͷ༗ࢤɾ
ɺߴ੒͞ΕߏମͰஂ܎ؔ ྸऀΛݟकΔମ੍Λ͞
·͟·ͳࢹ఺͔Β͑ߟɺ஍ҬશମͰ͑ࢧΔ͜ͱ
Λ໨͠ࢦɺฏ੒̎̑ ೥౓͔Β׆ಈͯ͠い·͢ɻ
΁ͷ੠͔͚ͷྠΛ広͛ΔͨΊͷʮ੠͔ऀྸߴ
͚ΧϨϯμʔʯɺສ͕ҰΛ͑ߟՈ଒΍ۙ͝ॴͳ
Ͳͷ࿈བྷઌΛؔݰͳͲͷ͑ݟΔ৔ॴ΁ࣔ͢ܝ
Δʮ҆৺ϝϞʯɺ஡࿩ձ΍ғޟɺΧϥΦέͳͲɺࣗ
༝ʹܰؾʹू·ΕΔ৔Λ࡞Δʮαϩϯ͖Β͘
ձʯͱいͬͨܧଓͨ͠׆ಈʹՃ͑ɺࡏݱ͸ɺۓ٤
ͷ՝୊Ͱ͋Δങい෺΍௨ӃͳͲͷࡍͷҠಈख
ஈͷ֬อʹ͚ͯ޲ɺֶ श΍࿩͠߹いΛॏͶͳ͕

Βݕ౼ΛਐΊͯい·͢ɻ
஍Ҭͷ੠Λरいɺ஍ҬͰ͑ߟɺ࣋ଓతʹ҆৺
ͯ͠฻ΒͤΔ஍Ҭʮ͜͜Ͱ฻Β͢ɻԕࢁՈ଒ʯΛ
໨͠ࢦɺೆ ৴ೱ஍Ҭ෱ࢱϓϩδΣΫτ͸͜Ε͔
Β΋ᬏਐͯ͠い͖·͢ɻ

高齢者が生き生きと暮らせる取り組み
前澤憲道さん （南信濃地区在住）

ͱ͠ۀࣄن೥౓৽ࠓձͰ͸ɺ࣏஍Ҭࣗࣉޫ࠲
ʮͯຑ੷ͷ͓ๅʯମۀࣄݧΛ্ཱͪ͛·ͨ͠ɻ
͜ͷۀࣄ͸ʮΈ΍·͠いਓͮ Γ͘ʯΛ͛ܝɺ࠲

Ͳ΋ͨͪࢠͷࣉޫ ʮ͕ຑ੷ͷ͓ๅʯͱͯ͠ࣄߦ΍
ษڧձͳͲΛମ͢ݧΔ͜ͱͰɺࣗ ෼͕ͨͪॅΉ
஍ҬͷັྗΛ஌ΓɺތΓΛͯͬ࣋΋Β͑ΔΑ͏ɺ
Ͱࣉޫ࠲ɺকདྷͯͬ࣋いग़Λࢥ΁ͷڷނͯͦ͠
଴ͯ͠औΓ૊Ή΋ͷͰظ༂ͯ͘͠ΕΔ͜ͱΛ׆
͢ɻ஍ҬͰߦΘΕΔࣄߦ΍ษڧձ΁ͷࢀՃʹϙ
ΠϯτΛ෇༩͠ɺҰఆͷϙΠϯτΛ֫ಘ͢Δͱ஍
Ҭ಺ͷࢍڠళͰফඅͰ͖Δʮ஍Ҭ݊ʯΛൃ͠ߦ
ͯい·͢ɻ

ʮ஍ҬͷࢠͲ΋͸஍ҬͰҭͯΔʯ͜ ͱΛ߹ݴ༿
ʹɺʮాࣷ΁ؐΖ͏ઓུʯͷҰ؀ͱͯ͠஍ҬΛڍ
͛ͯऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ

地域の子どもを育てる取り組み
三村勇二さん （座光寺地区在住）

ഭΓ Δ͘গࣾྸߴࢠձͷதͰɺॅ ຽओମʹΑ
Δึࡾ஍۠ͷ৽ͨͳੑ׆ԽΛݕ౼͢Δ૊৫ͱ͠
ͯɺʮึࡾ஍۠ੑ׆ԽϓϩδΣΫτҕһձʯ͕ ࡢ
೥݄͔̐Βਖ਼ࣜൃ଍͠·ͨ͠ɻ
ͦͷऔΓ૊ΈͷҰͭͱͯ͠ɺࠓ೥݄̏̏̍ ೔ʹ

ʮึࡾ஍۠େম೑େձʯΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ஍۠಺
ʹॅΈͳ͕Βɺͳ͔ͳ͔ձ͑ͳいɺ࿩͢ػձ͕গ
ͳいਓ͕ͨͪۙگΛޠΓ߹いɺॅ ຽ͕ަྲྀ͢Δ
৔ɾॅ ຽͷ৺ΛͭͳいͰい͘৔࡞Γͱい͏໨త
Ͱ͢ɻ
౰೔͸ɺં࣌ԣͳ͙ΓͷΈͧΕ͕߱Δͱい͏

ѱఱީʹ΋͔͔ΘΒͣɺ͜ ͷձͷͨΊʹؼল͠
ͨਓ΋ؚΊ̍ ̐̌ਓ΋ͷࢀՃऀ͕ึࡾখֶߍߍ

ఉʹू·Γɺͦ ΕͧΕͨͬدͪ࣋ম೑Λָ͠Έ
·ͨ͠ɻ͞פΛ΋ਧ͖ඈ͹͢΄Ͳͷɺসإͱ͠ٱ
ͿΓͷग़ձいΛջ͔͠Ή׻੠͕ޙ࠷·Ͱ͖ڹ౉
Γ·ͨ͠ɻ

世代をつなぐ取り組み
林 高功さん （三穂地区在住）

自治活動組織は、皆が安全・安心に暮らせる地域を守っていくた
め、日常生活に関わる事業をはじめ、住民の交流の場となるイベン
トなど、さまざまな活動に取り組んでいます。これらの活動は、ご近
所や同じ地域に住む方々の「身近な絆」づくりにつながっています。
本紙面では、日々の活動を４つのテーマに分けて紹介します。

女性消防団員と赤十字奉仕団員から救急法を学ぶ

中学生が声かけカレンダーを配布

小学生の桜ガイド

幅広い世代が参加した三穂地区大焼肉大会

●日 時：１０月２８日（月） 午後７時～
●場 所：松尾公民館ホール
●テーマ：組合加入率１００％の取り組み ～立川市大山自治会に学ぶ～
●講 師：佐藤良子さん（東京都立川市大山自治会相談役）

˕ฏ੒１１೥͔Β１̑ ೥ؒʹΘͨ
Γɺࣗ ձ௕ͱ࣏͠ １ͯ
̒ ００ੈ ଳ
શ͕࣏ͯࣗձʹՃೖ͢ΔͨΊ
ͷ׆ಈʹਚྗɻʮਓͱͷ͕ܨΓ
ձͷҰ൪ͷϝϦοτʯͱ࣏͕ࣗ
Μʹɺ࣮͞౻ࠤ͏͍ औΓ૊Μࡍ
Ͱ͜ΒΕͨ૊߹Ճೖ཰１００̀
΁ͷឺͮ Γ͘Λ͓ฉ͖͠·͢ɻ

͓ɹΈ

［広報いいだ］２０１̕ .̔ .１ 4



ಛूɿឺΛਂΊΔࣗ׆࣏ಈʙۙॴ෇͖߹͍͔Β࢝·Δ਎ۙͳ஍Ҭʙ

Ӌ৔·ͪͮ Γ͘ҕһձͰ͸ɺ̒ ݄̎೔ɺ౔࠭ࡂ
ࡂ๷֐ࡂ࿅ʹ߹Θͤɺ౔࠭܇ࡂ౷Ұ๷ࠃɾશ֐
ձ͸ɺӋࡂい·ͨ͠ɻӋ৔஍۠ࣗओ๷ߦ࿅Λ܇
৔·ͪͮ Γ͘ҕһձɺಉۀࣄ෦ձɺ࿈߹੨૖೥
ձɺ੺ेࣈไஂ࢓ɺফ๷ஂɺຽੜҕһͰߏ੒͞
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防災による助け合いの取り組み
宮下典彦さん （羽場地区在住）
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高齢者が生き生きと暮らせる取り組み
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地域の子どもを育てる取り組み
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世代をつなぐ取り組み
林 高功さん （三穂地区在住）

自治活動組織は、皆が安全・安心に暮らせる地域を守っていくた
め、日常生活に関わる事業をはじめ、住民の交流の場となるイベン
トなど、さまざまな活動に取り組んでいます。これらの活動は、ご近
所や同じ地域に住む方々の「身近な絆」づくりにつながっています。
本紙面では、日々の活動を４つのテーマに分けて紹介します。

女性消防団員と赤十字奉仕団員から救急法を学ぶ

中学生が声かけカレンダーを配布

小学生の桜ガイド

幅広い世代が参加した三穂地区大焼肉大会

●日 時：１０月２８日（月） 午後７時～
●場 所：松尾公民館ホール
●テーマ：組合加入率１００％の取り組み ～立川市大山自治会に学ぶ～
●講 師：佐藤良子さん（東京都立川市大山自治会相談役）
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中小企業の事業承継問題に対処するため、飯田
商工会議所と共に、地元金融機関などの協力のも
と、「事業承継支援飯田版プラットフォーム」を７月
１７日に設立しました。

６月１４日、飯田水引を用いた胸章を「Ｇ２０ 持続可能
な成長のためのエネルギー転換と地球環境に関する関係
閣僚会合」（６月１５・１６日、軽井沢町で開催）に出席する
各国閣僚に献上し、環境大臣らに着けていただきました。

６月２３日、飯田市消防技術大会が
桐林運動場で行われました。ポンプ車
操法、小型ポンプ操法、ラッパ吹奏、
救急操法のそれぞれの部に各分団の
代表者が出場し、団員同士の息を合
わせた動きで日頃の訓練の成果を発
揮しました。
消防団は、訓練を通して災害現場

での対処方法を身につけるとともに、
規律や連帯感を高め、地域の安全・安
心のために活動しています。

今年開館３０周年を迎えた美術博物
館が７月２０日にリニューアルオープン
し、記念式典や展示解説会などを行いま
した。
新しくなった自然展示室と文化展示室

には、訪れるたびに新しい発見や学びが
あるよう、時々の話題などを展示する「ト
ピックコーナー」を新たに設けました。
また、スマートフォンやタブレット、ＶＲ

（仮想現実）を活用し、より楽しく理解し
ていただけるよう工夫していきます。

６月２５日、りんごんポスターおよび動物園写生大会
の表彰式がそれぞれ行われました。
りんごんポスターでは浜井場小学校５年生の石田璃
乃さんが最優秀賞を、動物園写生大会では鼎小学校６
年生の塚本真央さんが長野県知事賞を受賞しました。

ಈ෺Ԃࣸੜେձͷදজ࡞඼

訓練の成果を発揮

個性豊かな作品が勢ぞろい

飯田市消防技術大会美術博物館リニューアルオープン

りんごんポスター・動物園写生大会表彰式
事業承継支援飯田版プラットフォーム
地域ぐるみで連携

飯田水引
Ｇ２０関係閣僚へ献上

創造と学びの「玄関口」に

［広報いいだ］２０１̕ .̔ .１ 6
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今
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ん
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る
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と

泌
尿
器
科
で
緊
急
の
対
応
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要
と
す
る
病
気
の
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つ
に
、

精
索
捻
転
が
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ま
す
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こ
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は
、
精
巣
の
血
管
と
精
管
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精

子
の
通
り
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）
の
束
で
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る
精
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る
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で
、
精
巣

に
血
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、
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の
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ん
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ま
う
病
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然
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痛
み
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激
痛
と
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や
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き
気
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時
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腫
れ
た
り
赤
く
な
っ
た
り
し
ま

す
が
、
発
症
直
後
は
見
た
目
の

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
や
行
動
面
で
原
因
に
な

る
こ
と
は
特
に
な
く
、
思
春
期

く
ら
い
の
年
齢
を
中
心
に
、
２０

代
く
ら
い
ま
で
の
男
子
に
発
生

し
ま
す
。
壮
年
以
降
の
男
性
に

発
生
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
そ
う
い
っ
た
男
性
で
精
巣

が
痛
く
な
る
場
合
に
は
、
精
巣

上
体
炎
と
い
わ
れ
る
細
菌
感
染

の
こ
と
が
多
い
で
す
。

診
断
は
、
主
に
診
察
と
超
音

波
検
査
で
精
巣
の
血
流
を
確
認

す
る
こ
と
で
行
わ
れ
ま
す
（
子

ど
も
で
も
超
音
波
検
査
の
結
果
、

精
巣
上
体
炎
と
診
断
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）。

治
療
は
、
ま
ず
ね
じ
れ
が
取

れ
る
よ
う
に
精
巣
を
動
か
し
て

み
ま
す
が
、
ね
じ
れ
を
戻
せ
な

い
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
場

合
は
緊
急
手
術
で
精
索
の
ね
じ

れ
を
と
り
、
ね
じ
れ
な
い
よ
う

に
精
巣
と
陰
嚢
の
内
側
を
縫
っ

て
固
定
し
ま
す
。
発
症
か
ら
時

間
が
経
つ
と
、
精
巣
の
細
胞
が

死
ん
で
し
ま
い
、
手
術
を
し
て

も
精
巣
の
機
能
（
精
子
を
作
る

こ
と
と
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
作
る

こ
と
）
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま

す
。
発
症
か
ら
６
時
間
以
内
の

手
術
が
望
ま
し
い
と
い
わ
れ
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お
り
、
時
間
と
の
勝
負
に
な
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す
。

お
子
さ
ん
に
突
然
精
巣
の
強

い
痛
み
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

市
立
病
院
泌
尿
器
科
ま
た
は
救

急
外
来
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

精
索
捻
転

先月の 塩澤忠文 さん（鼎）からのリレー
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そ
の
１７５

民
間
公
益
活
動
の
た
め
に
目
覚
め
る
休
眠
預
金

　
休
眠
預
金
と
は
、銀
行
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ど
に
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引
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し
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ま
ま
眠
っ
て
い
る

預
金
の
こ
と
で
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に
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め
、「
休
眠
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等
活
用
法
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が
平
成
３０
年
１
月
１
日
に
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行
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
が
委
員
と
し
て
当
初
か

ら
参
画
し
て
い
る
休
眠
預
金

等
活
用
審
議
会
で
は
、基
本

方
針
・
基
本
計
画
の
策
定
か

ら
指
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指
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２
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に
わ
た
っ
て
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。そ
の

結
果
、今
年
の
１
月
に
は
休

眠
預
金
の
指
定
活
用
団
体
と

し
て（
一
財
）日
本
民
間
公
益

活
動
連
携
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ

Ａ
）が
内
閣
総
理
大
臣
に
よ

り
指
定
さ
れ
、現
在
、同
機
構

に
お
い
て
実
際
に
助
成
な
ど

を
行
う
資
金
分
配
団
体
の
選

定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。年

内
に
は
体
制
が
整
い
、来
年

に
は
休
眠
預
金
を
原
資
と
す

る
助
成
が
始
ま
る
見
込
み
で

す
が
、助
成
開
始
後
の
審
議

会
の
主
な
役
割
は
、そ
の
実

施
状
況
を
監
視
し
て
内
閣
総

理
大
臣
に
勧
告
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
当
地
域
の
民
間
公
益
活
動

を
支
援
す
る
取
り
組
み
と
し

て
は
、市
の「
ム
ト
ス
飯
田
助

成
事
業
」と
、県
の「
地
域
発 

元
気
づ
く
り
支
援
金
」が
あ

り
ま
す
が
、休
眠
預
金
活
用

に
よ
る
助
成
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
で
、社
会
の
諸
課
題
解

決
に
つ
な
が
る
民
間
公
益
活

動
の
幅
が
さ
ら
に
広
が
る
こ

と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

私
は
仕
事
柄
、
南
信
州
の
地
場
産
品

や
そ
れ
に
関
わ
る
人
た
ち
と
知
り
合
う

機
会
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
飯
田
下
伊
那
に
は
素
晴
ら
し
い
自

然
や
文
化
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
価
値
の
高
い
地
場
産
品
や
、
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
方

が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

そ
れ
ら
は
地
元
に
い
る
と
当
た
り
前

す
ぎ
て
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
り
、
あ
る
こ
と
自
体
を
知
ら
な

か
っ
た
も
の
だ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
飯

田
下
伊
那
の
底
力
を
感
じ
る
地
元
の
宝

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
私
は
エ
ス
・
バ
ー
ド
売
店
で
飯
田

下
伊
那
の
宝
を
集
め
、
地
域
外
の
人
ば

か
り
で
な
く
地
元
の
人
た
ち
に
も
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

もりやま あお

森山蒼生 さん
（鼎小６年）

ぼくの夢はプロ野球選手です。ぼくは阪
神タイガースのキャッチャー・梅野選手に
あこがれています。だから、人気があって
肩が強い梅野選手のようなプロ野球選手に
なりたいです。
ぼくは、５年生の後半から少年野球の
チーム「切石少年野球クラブ」に入団したばかりで、公式戦で
はまだ１回も出たことがありません。なのでいいアピールをし
て公式戦に出たいです。
精一杯日々の練習をがんばって、自分の夢を叶えたいです。

なかとう りょう
市立病院　泌尿器科

中藤亮  医師

い
ん
の
う ͤ

͍
͞
͘
Ͷ
Μ
ͯ
Μ

ʙ�େֶੜ͔Βͷϝοη
ʔδ�ʙ

ʙ�େֶੜ͔Βͷϝοη
ʔδ�ʙ学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

９月に行われる遠山郷エコ・ジオパー
クフィールドスタディに向けた事前学習
に参加しました。
昨年のフィールドスタディにも参加し

たのですが、今回の和田宿散策の際に
は、川にかかったこいのぼりが見られる
など、前回とは違った遠山郷の風景が見
られ、とても新鮮でした。
また、飯田市のグリーンツーリズムに
ついてお話ししてくださった高橋社長
（南信州観光公社）や、エコパーク・ジオ
パークの断層についてお話ししてくだ
さった坂本先生（飯田市美術博物館）の
お話を聞き、改めて飯田市の魅力を感じ
ることができました。
９月の本調査に向けたワークショップ
では、私たち学生の考案したことに対し
てさまざまな意見交換が行われ、遠山郷
の豊かな自然を生かした地域づくりに向
け、学生ができることは何かなどの話し
合いが行われました。
昨年よりも良いものができるという期
待が高まり、昨年以上にたくさんの学び
を得られたら、と楽しみにしています。

旧木沢小学校の見学

フィールドスタディに
向けた事前学習

太田 陽介
松本大学総合経営学部２年

（長野市出身）
おおた ようすけ

No.７０
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市 

長

　牧
野
光
朗

夢を実現したい！

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

泌
尿
器
科
で
緊
急
の
対
応
を

必
要
と
す
る
病
気
の
一
つ
に
、

精
索
捻
転
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
精
巣
の
血
管
と
精
管
（
精

子
の
通
り
道
）
の
束
で
あ
る
精

索
が
ね
じ
れ
る
こ
と
で
、
精
巣

に
血
液
が
届
か
な
く
な
り
、
精

巣
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
病

気
で
す
。

症
状
と
し
て
は
、
突
然
精
巣

の
痛
み
が
生
じ
ま
す
。
典
型
的

に
は
激
痛
と
な
り
ま
す
。
腹
痛

や
吐
き
気
が
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
時
間
が
経
つ
と
陰
嚢
が

腫
れ
た
り
赤
く
な
っ
た
り
し
ま

す
が
、
発
症
直
後
は
見
た
目
の

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
や
行
動
面
で
原
因
に
な

る
こ
と
は
特
に
な
く
、
思
春
期

く
ら
い
の
年
齢
を
中
心
に
、
２０

代
く
ら
い
ま
で
の
男
子
に
発
生

し
ま
す
。
壮
年
以
降
の
男
性
に

発
生
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
そ
う
い
っ
た
男
性
で
精
巣

が
痛
く
な
る
場
合
に
は
、
精
巣

上
体
炎
と
い
わ
れ
る
細
菌
感
染

の
こ
と
が
多
い
で
す
。

診
断
は
、
主
に
診
察
と
超
音

波
検
査
で
精
巣
の
血
流
を
確
認

す
る
こ
と
で
行
わ
れ
ま
す
（
子

ど
も
で
も
超
音
波
検
査
の
結
果
、

精
巣
上
体
炎
と
診
断
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）。

治
療
は
、
ま
ず
ね
じ
れ
が
取

れ
る
よ
う
に
精
巣
を
動
か
し
て

み
ま
す
が
、
ね
じ
れ
を
戻
せ
な

い
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
場

合
は
緊
急
手
術
で
精
索
の
ね
じ

れ
を
と
り
、
ね
じ
れ
な
い
よ
う

に
精
巣
と
陰
嚢
の
内
側
を
縫
っ

て
固
定
し
ま
す
。
発
症
か
ら
時

間
が
経
つ
と
、
精
巣
の
細
胞
が

死
ん
で
し
ま
い
、
手
術
を
し
て

も
精
巣
の
機
能
（
精
子
を
作
る

こ
と
と
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
作
る

こ
と
）
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま

す
。
発
症
か
ら
６
時
間
以
内
の

手
術
が
望
ま
し
い
と
い
わ
れ
て

お
り
、
時
間
と
の
勝
負
に
な
り

ま
す
。

お
子
さ
ん
に
突
然
精
巣
の
強

い
痛
み
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

市
立
病
院
泌
尿
器
科
ま
た
は
救

急
外
来
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

精
索
捻
転

先月の 塩澤忠文 さん（鼎）からのリレー

ͻ
Β
͍
Θ

Έ
ͪ
͓

平
岩
道
雄
さ
ん
（
下
久
堅
）

そ
の
１７５

民
間
公
益
活
動
の
た
め
に
目
覚
め
る
休
眠
預
金

　
休
眠
預
金
と
は
、銀
行
の

口
座
な
ど
に
１０
年
以
上
取
引

を
し
な
い
ま
ま
眠
っ
て
い
る

預
金
の
こ
と
で
、こ
れ
を
民
間

の
公
益
活
動
に
活
用
す
る
た

め
、「
休
眠
預
金
等
活
用
法
」

が
平
成
３０
年
１
月
１
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
が
委
員
と
し
て
当
初
か

ら
参
画
し
て
い
る
休
眠
預
金

等
活
用
審
議
会
で
は
、基
本

方
針
・
基
本
計
画
の
策
定
か

ら
指
定
活
用
団
体
の
指
定
ま

で
、休
眠
預
金
の
活
用
を
進

め
る
た
め
の
一
連
の
手
続
き

に
係
る
審
議
を
平
成
２９
年
５

月
か
ら
２
年
に
わ
た
っ
て
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。そ
の

結
果
、今
年
の
１
月
に
は
休

眠
預
金
の
指
定
活
用
団
体
と

し
て（
一
財
）日
本
民
間
公
益

活
動
連
携
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ

Ａ
）が
内
閣
総
理
大
臣
に
よ

り
指
定
さ
れ
、現
在
、同
機
構

に
お
い
て
実
際
に
助
成
な
ど

を
行
う
資
金
分
配
団
体
の
選

定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。年

内
に
は
体
制
が
整
い
、来
年

に
は
休
眠
預
金
を
原
資
と
す

る
助
成
が
始
ま
る
見
込
み
で

す
が
、助
成
開
始
後
の
審
議

会
の
主
な
役
割
は
、そ
の
実

施
状
況
を
監
視
し
て
内
閣
総

理
大
臣
に
勧
告
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
当
地
域
の
民
間
公
益
活
動

を
支
援
す
る
取
り
組
み
と
し

て
は
、市
の「
ム
ト
ス
飯
田
助

成
事
業
」と
、県
の「
地
域
発 

元
気
づ
く
り
支
援
金
」が
あ

り
ま
す
が
、休
眠
預
金
活
用

に
よ
る
助
成
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
で
、社
会
の
諸
課
題
解

決
に
つ
な
が
る
民
間
公
益
活

動
の
幅
が
さ
ら
に
広
が
る
こ

と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

私
は
仕
事
柄
、
南
信
州
の
地
場
産
品

や
そ
れ
に
関
わ
る
人
た
ち
と
知
り
合
う

機
会
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
飯
田
下
伊
那
に
は
素
晴
ら
し
い
自

然
や
文
化
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
価
値
の
高
い
地
場
産
品
や
、
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
方

が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

そ
れ
ら
は
地
元
に
い
る
と
当
た
り
前

す
ぎ
て
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
り
、
あ
る
こ
と
自
体
を
知
ら
な

か
っ
た
も
の
だ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
飯

田
下
伊
那
の
底
力
を
感
じ
る
地
元
の
宝

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
私
は
エ
ス
・
バ
ー
ド
売
店
で
飯
田

下
伊
那
の
宝
を
集
め
、
地
域
外
の
人
ば

か
り
で
な
く
地
元
の
人
た
ち
に
も
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

もりやま あお

森山蒼生 さん
（鼎小６年）

ぼくの夢はプロ野球選手です。ぼくは阪
神タイガースのキャッチャー・梅野選手に
あこがれています。だから、人気があって
肩が強い梅野選手のようなプロ野球選手に
なりたいです。
ぼくは、５年生の後半から少年野球の
チーム「切石少年野球クラブ」に入団したばかりで、公式戦で
はまだ１回も出たことがありません。なのでいいアピールをし
て公式戦に出たいです。
精一杯日々の練習をがんばって、自分の夢を叶えたいです。

なかとう りょう
市立病院　泌尿器科

中藤亮  医師

い
ん
の
う ͤ

͍
͞
͘
Ͷ
Μ
ͯ
Μ

ʙ�େֶੜ͔Βͷϝοη
ʔδ�ʙ

ʙ�େֶੜ͔Βͷϝοη
ʔδ�ʙ学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

９月に行われる遠山郷エコ・ジオパー
クフィールドスタディに向けた事前学習
に参加しました。
昨年のフィールドスタディにも参加し

たのですが、今回の和田宿散策の際に
は、川にかかったこいのぼりが見られる
など、前回とは違った遠山郷の風景が見
られ、とても新鮮でした。
また、飯田市のグリーンツーリズムに
ついてお話ししてくださった高橋社長
（南信州観光公社）や、エコパーク・ジオ
パークの断層についてお話ししてくだ
さった坂本先生（飯田市美術博物館）の
お話を聞き、改めて飯田市の魅力を感じ
ることができました。
９月の本調査に向けたワークショップ
では、私たち学生の考案したことに対し
てさまざまな意見交換が行われ、遠山郷
の豊かな自然を生かした地域づくりに向
け、学生ができることは何かなどの話し
合いが行われました。
昨年よりも良いものができるという期

待が高まり、昨年以上にたくさんの学び
を得られたら、と楽しみにしています。

旧木沢小学校の見学

フィールドスタディに
向けた事前学習

太田 陽介
松本大学総合経営学部２年

（長野市出身）
おおた ようすけ
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引き下げ後の年額

第１段階 ２３,７３６円

第２段階 ４０,１７６円

第３段階 ５２,９５６円

引き下げ前の年額

２５,５６０円

４３,８２４円

５４,７９２円

消費税率引き上げに伴う介護保険料の引き下げ

●広報いいだ　掲載広告

未 来 応 援 定 期

年0.15%
税引後：年0.119%

3年
年0.18%
税引後：年0.144%

5年
年0.07%
税引後：年0.055%

1年

期間中20万円以上お預入の方に粗品プレゼント！

2019年6月10日●月 ▲ 2019年8月30日●金

商品内容および申込方法についての詳細は、窓口、営業係へお問合せいただくか、ホームページをご覧ください。 お客さまサービス係 70120-805-123　http://www.iidashinkin.co.jp/店頭に説明書をご用意しております。

特別金利スーパーネットネット定期預金

年0.20%
税引後：年0.159％

店頭申込みよりオトク！

特別金利特別金利1年

お預入金額●お一人さま10万円以上1,000万円以内
ご利用対象●個人のお客さまの新規のお預入れに限らせていただきます。
　　　　　　※現在当金庫にお預入れいただいている定期預金からの預け替えは対象外となります。
預金の種類●スーパー定期（単利型・複利型）証書式・通帳式いずれも可。満期時は自動継続のお取扱いのみとさせていただきます。
その他●この預金は預金保険制度の対象商品となりますので、預金保険の範囲内で保護されます。ＡＴＭ、インターネットでのお預入れは対象となりません。
※特別金利は初回満期日までとさせていただきます。満期時には、満期日当日の店頭表示金利で自動継続とさせていただきます。
※中途解約の場合は当金庫所定の中途解約利率が適用となります。

6月10日●月 

▲ 8月30日●金
2019年 2019年

個人インターネット
バンキングページ

●ご利用の対象／個人のお客さまでインターネットバンキングをご契約いただいている方 ●インターネットによる申込限定
※あらたにインターネットバンキングをご契約いただける方もご利用が可能です。
●お預入金額／お一人さま10万円以上 ●お預入期間／1年（自動継続のみ） ●適用金利／年0.20％（税引後年0.159％）
※特別金利は初回満期日（1年）までとさせていただきます。満期時には満期日当日の店頭表示金利で自動継続となります。
【ご注意】※預入・解約ともにインターネットバンキングのみお手続きが可能です。※お預け入れの際、証書・通帳等は発行されません。
　　　　※中途解約の場合は当金庫所定の中途解約利率が適用となります。
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児
童
扶
養
手
当

８
月
期
支
給
日

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
４
月
〜
７
月
分
を
申

請
さ
れ
た
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
支
給
日
以
降
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
対
象

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
（
ひ

と
り
親
家
庭
と
し
て
申
請
、

登
録
さ
れ
て
い
る
方
）　

▼
支
給
日

　
８
月
９
日
㈮

※
１１
月
分
以
降
の
手
当
金
額
を

　
計
算
す
る
た
め
、「
現
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
該
当
の
方
に
は
案
内
の
通
知

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
８
月
中
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課

　
家
庭
係

　
内
線
５
７
３
８

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却

工
事
な
ど
に
対
す
る
補
助

　
通
学
路
に
面
し
た
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
除

却
な
ど
に
関
し
て
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象

高
さ
１
ｍ
以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
（
補
強
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
や
組
積
造
の

塀
な
ど
）
で
、
損
傷
、
腐
食

そ
の
他
の
劣
化
が
進
み
、
倒

壊
に
よ
り
通
行
人
な
ど
に
危

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
も

の
▼
対
象
工
事

○
対
象
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
除
却
す
る

工
事

○
除
却
後
、
こ
れ
に
代
わ
る

フ
ェ
ン
ス
や
生
け
垣
な
ど
を

設
置
す
る
工
事

▼
補
助
す
る
額

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
、

限
度
額
１０
万
円
）

▼
補
助
対
象
経
費

除
却
対
象
経
費
に
塀
な
ど
の

新
設
対
象
経
費
を
加
え
た
も

の
※
除
却
対
象
経
費
は
、「
実

際
の
除
却
工
事
費
」
ま
た

は
「
除
却
す
る
長
さ
に

１
万
６
千
円
／
ｍ
を
乗
じ
た

額
」
の
少
な
い
方
の
額
で
す
。

▼
補
助
金
交
付
ま
で
の
流
れ

事
前
相
談
（
現
地
調
査
）
お

よ
び
見
積
書
の
提
出
↓
交
付

申
請
↓
交
付
決
定
↓
工
事
着

手
↓
完
了
↓
実
績
報
告
↓
補

助
金
確
定
↓
請
求
書
提
出
↓

補
助
金
交
付

▼
事
前
相
談
を
お
願
い
し
ま
す

工
事
内
容
が
補
助
対
象
に
該

当
す
る
か
し
な
い
か
確
認
し

ま
す
の
で
、
交
付
申
請
の
前

に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

詳
細
は
、
事
前
相
談
の
際
に

ご
案
内
し
ま
す
。

※
こ
の
補
助
事
業
は
、
令
和
３

年
３
月
末
ま
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
地
域
計
画
課　
建
築
指
導
係

　
内
線
３
７
７
６

市
民
税
非
課
税
世
帯
の

介
護
保
険
料
引
き
下
げ

　
１０
月
の
消
費
税
率
１０
％
へ
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
（
所
得
段
階
が

第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
）
の

介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
ま
す
。

▼
引
き
下
げ
後
の
介
護
保
険
料

　
左
表
の
と
お
り

※
年
間
保
険
料
の
算
定
は
、
８

月
に
行
い
ま
す
。

※
普
通
徴
収
の
方
は
８
月
以
降

か
ら
、
特
別
徴
収
の
方
は
１０

月
以
降
か
ら
反
映
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
支
援
課　
介
護
保
険
係

　
内
線
５
７
６
１
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ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・

ボ
イ
ラ
ー
設
置
補
助
金

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
お

よ
び
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
た
方
の

補
助
金
申
請
を
８
月
１
日
㈭
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

▼
補
助
対
象

長
野
県
内
に
事
業
所
ま
た
は

代
理
店
を
有
す
る
者
か
ら
購

入
し
、
か
つ
、
市
内
に
所
在

す
る
建
物
そ
の
他
構
造
物
に

設
置
し
た
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
・
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー

▼
補
助
交
付
要
件

○
長
野
県
産
ペ
レ
ッ
ト
を
、
お

お
む
ね
年
間
８
０
０
㎏
使
用

す
る
こ
と
。

○
ペ
レ
ッ
ト
販
売
業
者
と
の
間

で
協
定
書
を
締
結
す
る
こ
と
。

○
設
置
後
４
年
間
は
購
入
明
細

を
添
付
し
た
使
用
量
の
報
告

を
す
る
こ
と
。

▼
設
置
対
象
期
間

７
月
１
日
㈪
か
ら
令
和
２
年

１
月
３１
日
㈮
ま
で
の
間
に
設

置
し
た
機
器

▼
補
助
金
交
付
額

　
設
置
費
用
の
２
分
の
１

※
上
限
１０
万
円

▼
申
請
方
法

○
申
請
書
様
式

環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課
窓

口
ま
た
は
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
窓
口
に
て
お
受
け
取
り

い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

○
提
出

環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
間

８
月
１
日
㈭
〜

令
和
２
年
１
月
３１
日
㈮

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課

　
内
線
３
４
７
４

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
　
補
助
金

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

購
入
引
換
券
交
付
申
請

　
飯
田
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
購
入
引
換
券
の
申
請
手
続
き

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
引

き
上
げ
に
合
わ
せ
て
１０
月
１
日

か
ら
使
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

購
入
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
方
に
は
、
７
月
末
ま
で
に

申
請
書
を
ご
自
宅
な
ど
へ
郵
送

し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
忘
れ
ず
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
が
必
要
な
購
入
対
象
者

　

平
成
３１
年
度
（
令
和
元
年

度
）
住
民
税
非
課
税
者

　
（
課
税
基
準
日
／
平
成
３１
年

１
月
１
日
）

※
住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一

の
配
偶
者
・
被
扶
養
者
、
生

活
保
護
被
保
護
者
な
ど
除
く

▼
申
請
が
不
要
な
購
入
対
象
者

３
歳
半
未
満
の
子
育
て
世
帯

の
世
帯
主
の
方
は
、
申
請
不

要
で
す
。
後
日
、
該
当
す
る

世
帯
主
の
方
へ
購
入
引
換
券

を
送
付
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法

申
請
書
を
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
て
郵
送
し
て
い
た
だ
く

か
、
福
祉
課
窓
口
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
締
切

８
月
２８
日
㈬
ま
で
に
申
請
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

９
月
末
ま
で
に
購
入
引
換
券

を
お
届
け
し
ま
す
。

※
８
月
２９
日
㈭
以
降
も
随
時
受

け
付
け
ま
す
が
、
１２
月
２７
日

㈮
が
最
終
締
切
で
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当

　
内
線
５
７
２
８

竹
田
人
形
館

２０
周
年
記
念
展
示

　
開
館
２０
周
年
を
迎
え
た
竹
田

人
形
館
の
新
展
示
で
は
、
竹
田

人
形
座
の
名
品
に
加
え
、
人
形

館
と
共
に
歩
ん
で
き
た
竹
の
子

会
の
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間

　
９
月
８
日
㈰
〜

　
令
和
２
年
９
月
上
旬
予
定

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
受
付
は
午
後
４
時
３０

分
ま
で
）

※
月
曜
休
館

▼
場
所

竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
操

り
人
形
館

▼
入
館
料

　
大
人　
　
　
４
０
０
円

　
小
中
高
生　
２
０
０
円

※
小
中
高
生
は
人
形
劇
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
９
の
ワ
ッ
ペ
ン
提

示
で
入
館
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
操

り
人
形
館

☎
０
２
６
５（
２
３
）４
２
２
２
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公
共
料
金
・
施
設
の

使
用
料
な
ど
の
変
更

　
１０
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率

改
定
に
伴
い
、
公
共
料
金
や
施

設
の
使
用
料
な
ど
が
変
わ
り
ま

す
。

▼
変
更
と
な
る
公
共
料
金
な
ど

○
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料

な
ど

○
粗
大
ご
み
収
集
処
理
（
戸
別

収
集
手
数
料
）

○
竜
東
・
遠
山
郷
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
（
使
用
料
ほ
か
）

○
総
合
運
動
場
（
陸
上
競
技
用

具
一
式
使
用
料
）

○
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
体

育
館
使
用
料
ほ
か
）

○
文
化
会
館
（
ホ
ー
ル
使
用
料

ほ
か
）

○
飯
田
市
公
民
館
（
ホ
ー
ル
使

用
料
ほ
か
）

○
鼎
公
民
館
（
ホ
ー
ル
使
用
料

ほ
か
）

○
川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館

　
（
映
像
室
備
品
使
用
料
ほ
か
）

○
麻
績
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
人
形
劇
ホ
ー
ル
使
用
料
ほ

か
）

○
人
形
浄
瑠
璃
施
設
（
舞
台
使

用
料
ほ
か
）

○
美
術
博
物
館
（
展
示
室
使
用

料
ほ
か
）

○
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
研

修
室
使
用
料
ほ
か
）

○
ふ
れ
あ
い
の
郷
松
ぼ
っ
く
り

（
講
堂
使
用
料
）

○
市
民
協
働
サ
ロ
ン
（
会
議
室

使
用
料
）

※
料
金
な
ど
の
変
更
の
詳
細
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
財
政
課　
財
政
係

　
内
線
２
１
３
１

消
費
税
引
上
げ
　
使
用
料
等

爆
音
機
な
ど
に
よ
る

騒
音
防
止

　
ス
ズ
メ
や
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ

る
農
作
物
被
害
防
止
に
使
用
さ

れ
る
爆
音
機
の
爆
音
や
音
声
機

器
の
威
嚇
音
に
つ
い
て
、
例
年
、

農
作
物
の
収
穫
期
を
迎
え
る
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
、
周
辺
住
民

の
方
か
ら
騒
音
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
農
作
物
の
収
穫
の
確
保
と
、

快
適
な
住
環
境
の
維
持
の
両
立

に
向
け
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
設
置
に
あ
た
り
、
事
前
に
周

辺
住
民
の
方
に
知
ら
せ
る
な

ど
、
周
辺
環
境
に
十
分
配
慮

し
て
使
用
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
か
ら
直
線
距
離
に
し
て

２
０
０
ｍ
未
満
の
位
置
で
は
、

爆
音
機
お
よ
び
音
声
機
器
を

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
か
ら
２
０
０
ｍ
以
上
離

れ
た
位
置
に
設
置
す
る
場
合

に
お
い
て
も
、
収
穫
期
や
そ

の
他
の
必
要
最
低
限
の
時
期

に
限
定
し
た
使
用
に
と
ど
め

て
く
だ
さ
い
。

○
早
朝
お
よ
び
夜
間
は
、
爆
音

機
お
よ
び
音
声
機
器
の
使
用

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

○
爆
音
機
お
よ
び
音
声
機
器
に

代
え
て
、
防
鳥
網
、
テ
グ
ス

な
ど
を
積
極
的
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
農
業
課　
生
産
振
興
係

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

ア
ク
ア
パ
ー
ク
祭
り

市
民
プ
ー
ル
祭
り

　
毎
年
恒
例
の
夏
祭
り
は
、
全

長
１
０
０
ｍ
を
超
え
る
大
き
な

ス
ラ
イ
ダ
ー
を
使
っ
た
タ
イ
ム

ア
タ
ッ
ク
や
、
小
さ
な
お
子
さ

ま
で
も
参
加
で
き
る
ヨ
ー
ヨ
ー

す
く
い
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
！

▼
ア
ク
ア
パ
ー
ク
祭
り

○
日
時

　
８
月
１８
日
㈰

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

○
場
所

　
ア
ク
ア
パ
ー
ク
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ

○
内
容

ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
、
ゴ
ザ
走

り
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
ス

ラ
イ
ダ
ー
ア
タ
ッ
ク
、
救
助

レ
ー
ス
、
ヤ
ク
ル
ト
つ
か
み

取
り
、
蘇
生
法
体
験

▼
市
民
プ
ー
ル
祭
り

○
日
時

　
８
月
１１
日
㈷

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

○
場
所

　
市
民
プ
ー
ル

○
内
容

ス
ラ
イ
ダ
ー
ア
タ
ッ
ク
以
外

ア
ク
ア
パ
ー
ク
祭
り
と
同
様

※
詳
し
く
は
、
館
内
掲
示
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

㈱
フ
ク
シ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
（
指
定
管
理
者
）

☎
０
２
６
５（
２
５
）４
８
３
１

フ
ク
シ
　
ア
ク
ア
パ
ー
ク



「特定計量器（はかり）」の定期検査

９月２日
㈪

みなみ信州農業協
同組合 営農部棟
（鼎東鼎２８１）

松尾・下久堅・
上久堅・鼎

９月３日
㈫

９月４日
㈬

上郷公民館
（上郷飯沼３１４５－１） 座光寺・上郷

９月５日
㈭

z午前１０時３０分～
正午まで

z午後１時～
　　　　３時まで

竜丘公民館
（桐林５０５）

千代・龍江・
川路・竜丘

９月６日
㈮

飯田勤労者
福祉センター
（東栄町３１０８ー１）

橋北・橋南・
羽場・丸山・
東野

伊賀良公民館
（大瀬木５７０－１）

三穂・山本・
伊賀良

検査日 検査時間帯 検査場所 対象区域
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市
議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　
飯
田
市
議
会
第
３
回
定
例
会

が
開
会
し
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
条
例
や
予
算

な
ど
の
議
案
、
請
願
、
陳
情
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
今
議
会
で
は
、
決
算
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
会
議
、
委
員
会
と
も
個
人

ま
た
は
団
体
で
自
由
に
傍
聴
い

た
だ
け
ま
す
。
市
政
運
営
や
議

会
活
動
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
の

　
主
な
日
程

○
開
会
、
予
算
決
算
委
員
会

　
（
前
期
全
体
会
）

　
８
月
２７
日
㈫

○
一
般
質
問

　
９
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭

（
質
問
内
容
は
８
月
２９
日
㈭

以
降
に
飯
田
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す
。）

○
総
務
委
員
会

　
９
月
６
日
㈮
、
９
日
㈪

○
社
会
文
教
委
員
会

　
９
月
１０
日
㈫
・
１１
日
㈬

○
産
業
建
設
委
員
会

　
９
月
１２
日
㈭
・
１３
日
㈮

○
リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

　
９
月
１８
日
㈬

○
予
算
決
算
委
員
会

　
（
後
期
全
体
会
）

　
９
月
１９
日
㈭

○
閉
会

　
９
月
２０
日
㈮

※
開
会
時
刻
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
団
体
な
ど
大
勢
で
の
傍
聴
の

際
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
小
中
学
校
な
ど
の
傍
聴
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局

　
内
線
５
６
１
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

視
聴
手
続
き

　
電
波
に
よ
る
視
聴
が
難
し
い

地
域
（
下
久
堅
・
上
久
堅
・
千

代
・
龍
江
地
区
の
一
部
、
上
村

・
南
信
濃
地
区
）
で
、
テ
レ
ビ

を
視
聴
し
た
り
地
域
の
情
報
を

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
で

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
視
聴
に
は
加
入
手
続
き
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
視
聴
し
て
い

る
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
ラ
ン
を
変
更

す
る
場
合
は
、
届
け
出
が
必
要

で
す
。

▼
視
聴
を
休
止
ま
た
は
中
止
す

る
場
合

長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
や
、

ご
都
合
に
よ
り
視
聴
し
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
所
定
の
書

面
に
て
届
け
出
る
こ
と
に
よ

り
、
休
止
ま
た
は
中
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
届
け
出
様
式
の
お
受
け
取
り

と
提
出
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
ブ
ラ

ン
ド
推
進
課
、
ま
た
は
、
各

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　
中
山
間
地
域
情
報
担
当

　
内
線
２
２
３
１

特
定
計
量
器（
は
か
り
）

定
期
検
査

　
農
産
物
や
食
品
の
パ
ッ
ク
詰

め
、
学
校
な
ど
に
お
け
る
体
重

測
定
な
ど
、
商
品
の
売
買
や
各

種
の
証
明
行
為
に
使
用
す
る

「
は
か
り
」
は
、
計
量
法
の
規

定
に
よ
り
、
２
年
に
１
回
の
定

期
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
飯
田
市
全
域

（
上
村
・
南
信
濃
地
区
を
除
く
）

を
対
象
に
定
期
検
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
取
引
・
証
明
に
使
用

す
る
「
は
か
り
」
を
お
持
ち
の

方
は
、
検
査
日
な
ど
を
ご
確
認

の
上
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

▼
検
査
日
・
検
査
時
間
帯
・
検

査
場
所
・
対
象
区
域

　
左
表
の
と
お
り

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
は
、
昨

年
度
実
施
済
み
の
た
め
対
象

外
で
す
。

▼
持
ち
物

○
は
か
り
（
お
も
り
や
分
銅
を

含
む
）

※
は
か
り
に
付
着
し
た
粉
、
水

分
、
ほ
こ
り
な
ど
を
落
と
し

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
検
査
手
数
料

※
検
査
手
数
料
は
、
は
か
り
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
検
査
内
容
・
費
用

　
長
野
県
計
量
検
定
所

☎
０
２
６
３（
４
７
）４
０
０
６

○
検
査
場
所

　
商
業
・
市
街
地
活
性
課

　
内
線
４
６
５
０



飯
田
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

住んでいない  家  をお持ちの方へ家家  家

Ϝτε·ͪͮ͘Γਪਐ՝�ۭՈ౳ର܎ࡦɹ಺ઢ����

ॅΜͰ͍ͳ͍Ոͷ԰ࠜࡐɺ֎นࡐͳͲͷඈࢄɾ
མԼ๷ࢭΛ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ଞਓʹଛ֐Λ༩͑Δͱॴ༗ऀͷ੹
೚͕໰ΘΕΔՄೳੑ͕͋Γ·͢ɻ

民法７１７条（土地の工作物等の占有者及び所有者の責任）の抜粋
౔஍ͷ࡞޻෺ͷઃஔຢ͸อଘʹᘥᙪ͕͋Δ͜ͱʹΑͬͯଞਓʹଛ֐Λੜ
ͨ͡ͱ͖͸ɺͦ ͷ࡞޻෺ͷ઎༗ऀ͸ɺඃऀ֐ʹରͯͦ͠ͷଛ֐Λഛঈ͢Δ
੹೚Λෛ͏ɻ

台風シーズンが
　近づいています。
台風シーズンが
　近づいています。
台風シーズンが
　近づいています。

［広報いいだ］２０１9.8.1 14

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ぶ
た

が
カ
ー
ド
に
な
り
ま
し
た

　
多
く
の
方
々
に
下
水
道
に
興

味
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
８
月
７
日
㈬
か
ら
下
水
道
課

窓
口
（
平
日
以
外
は
市
役
所
本

庁
当
直
室
）
で
配
布
し
ま
す
。

▼
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
と
は

日
本
各
地
の
文
化
や
歴
史
、

名
所
な
ど
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、

注
目
を
集
め
る
下
水
道
マ
ン

ホ
ー
ル
ぶ
た
を
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
き
る
カ
ー
ド
が
「
マ
ン

ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」
で
す
。

カ
ー
ド
に
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル

ぶ
た
の
写
真
や
位
置
情
報
、

デ
ザ
イ
ン
の
由
来
の
ほ
か
、

テ
ー
マ
ご
と
に
分
類
さ
れ
た

マ
ー
ク
や
番
号
が
付
け
ら
れ
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
と

し
て
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
（
事
務
局
は　
日
本
下
水

道
協
会
）
が
企
画
・
監
修
し
、

全
国
の
自
治
体
と
共
同
で
作

成
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

４
０
７
自
治
体
４
７
８
種
の

カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
飯
田
市
の
カ
ー
ド
は
、

第
１０
弾
と
し
て
仲
間
入
り
し

ま
す
。

▼
飯
田
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
り
ん

ご
の
木
と
市
章
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
で
、
市
民
に
よ
る

人
気
投
票
で
決
定
し
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
版
と
ノ
ン
カ
ラ
ー
版

が
あ
り
、
カ
ラ
ー
版
は
主
に

中
心
市
街
地
の
歩
道
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
配
布
開
始
日

　
８
月
７
日
㈬

▼
配
布
場
所

○
開
庁
日　

　
下
水
道
課
窓
口

○
閉
庁
日

　
当
直
室

※
当
直
室
で
の
配
布
は
混
雑
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
開
庁
日
に
下
水
道
課
窓

口
へ
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
配
布
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分

▼
配
布
方
法

　
配
布
場
所
に
お
越
し
い
た
だ

い
た
方
に
一
人
１
枚
を
無
料

で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
事
前
予
約
や
、
郵
送
に
よ
る

配
布
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
受
け
渡
し
時
に
簡
単
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
そ
の
他

○
一
時
的
に
品
切
れ
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
在
庫
状
況

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
配
布
場
所
で
の
配
布
以
外
に
、

下
水
道
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
一
時
的
に
配
布
を
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
課

　
下
水
道
施
設
管
理
係

　
内
線
２
２
８
２

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

第
４
回

飯
田
丘
の
ま
ち
バ
ル

　
中
心
市
街
地
の
飲
食
店
６０
店

舗
に
て
、
ま
ち
歩
き
し
な
が
ら

食
べ
歩
き
、
飲
み
歩
き
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
グ
ル
メ
な
ま

ち
歩
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
８
月
２５
日
㈰

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
午
前
１１
時
〜

○
参
加
店
オ
ー
プ
ン

参
加
店
舗
ご
と
異
な
り
ま
す

の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ

ッ
プ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
チ
ケ
ッ
ト

○
前
売　
３
５
０
０
円

○
当
日　
４
０
０
０
円

※
前
売
チ
ケ
ッ
ト
は
、
８
月
２２

日
㈭
ま
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
完
売
次
第
終
了
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所　

参
加
店
舗
お
よ
び
ま
ち
な
か

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　
中
心
市
街
地
活
性
化
協
会

☎
０
２
６
５（
５
２
）１
７
１
５

飯
田
丘
の
ま
ち
バ
ル



消費税軽減税率制度説明会
期　　日 時　　間 場　　所 定　員

８月２７日㈫

８月２８日㈬

①１３：００～１４：３０
②１５：００～１６：３０ 飯田高羽合同庁舎

飯田税務署
２階会議室
（高羽町６丁目１番５）

各回
定員３０人
予約不要
（先着順）

８月２９日㈭

①１３：００～１４：３０
②１５：００～１６：３０
①１３：００～１４：３０
②１５：００～１６：３０
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プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

特
別
投
影

　
わ
た
し
た
ち
の
地
球
が
属
す

る
天
の
川
銀
河
に
は
、
た
く
さ

ん
の
星
雲
・
星
団
が
存
在
し
ま

す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星
空

を
見
な
が
ら
、
ど
こ
に
ど
ん
な

星
雲
や
星
団
が
存
在
し
て
い
る

の
か
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
テ
ー
マ

た
っ
ぷ
り
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
星
雲
・
星
団
を
楽
し
も

う
」

▼
日
時

　
８
月
２４
日
㈯

　
午
後
４
時
〜
５
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館

９
月
限
定
特
別
上
映

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
い
の
ち
」

　
宿
っ
た
命
が
母
親
の
お
な
か

の
中
で
守
ら
れ
、
成
長
し
、
生

ま
れ
て
く
る
瞬
間
を
体
験
し
ま

す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
空
間

の
中
で
美
し
い
映
像
と
音
楽
に

癒
さ
れ
な
が
ら
「
命
の
あ
た
た

か
さ
」
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、

「
限
り
あ
る
命
を
大
切
に
輝
い

て
生
き
て
ほ
し
い
」
そ
ん
な
願

い
を
込
め
て
上
映
し
ま
す
。

▼
上
映
番
組

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
い
の
ち
〜
生
ま
れ

る
こ
と
を
再
体
験
〜

（
２５
分
間
）

※
午
後
４
時
か
ら
の
上
映
終
了

後
は
、
今
夜
の
星
空
解
説
が

あ
り
ま
す
。

▼
日
時

９
月
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

午
前
１０
時
〜

※
９
月
７
日
㈯
か
ら
９
月
２１
日

㈯
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
、
午
後
４
時
か
ら
２
回

目
の
上
映
が
あ
り
ま
す
。

▼
場
所

　
美
術
博
物
館

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

▼
定
員　
各
９０
人
（
先
着
順
）

▼
料
金

　
一
般　
　
２
５
０
円

　
高
校
生　
１
５
０
円

座
席
が
必
要
な
幼
児
、
小
中

学
生　
５０
円

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

○
番
組
に
関
す
る
内
容

　
保
健
課　
保
健
指
導
係

　
内
線
５
３
０
６

○
上
映
時
間
や
施
設
に
関
す
る

内
容

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

飯
田
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
長
野
県
飯
田
技
術
専
門
校
で

は
、
訓
練
内
容
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
高
校
生
・
離
転
職

者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

保
護
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
日
時

　
８
月
２４
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
場
所

　
長
野
県
飯
田
技
術
専
門
校

　
（
松
尾
明
７
５
０
８
|
３
）

▼
内
容

○
飯
田
技
術
専
門
校
の
紹
介　

○
令
和
２
年
度
訓
練
生
募
集
の

案
内

○
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

○
各
科
体
験
実
習
（
希
望
者
）

z
自
動
車
整
備
科

エ
ン
ジ
ン
組
立
、
自
動
ブ
レ

長
野
県
飯
田
技
術
専
門
校

ー
キ
体
験
な
ど

z
木
造
建
築
科

木
材
の
墨
付
け
、
の
み
を
使

用
し
た
穴
あ
け
体
験

▼
申
込
締
切　
８
月
２３
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

　
飯
田
技
術
専
門
校
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
飯
田
技
術
専
門
校

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
０
６
７

０
２
６
５（
２
２
）４
０
１
５

iidagisen
＠
pref.nagano.lg.jp

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会

　
飯
田
税
務
署
で
は
、
法
人
・

個
人
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
円

滑
に
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
を

導
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
業
者
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　
下
表
の
と
お
り

▼
説
明
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
軽
減
税
率
制
度
の
概
要

○
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
の

概
要

○
軽
減
税
率
制
度
対
策
補
助
金

○
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者

還
元
事
業

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
税
務
署

個
人
課
税
第
一
部
門
・
法
人

課
税
第
一
部
門

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
６
５

※
自
動
音
声
に
従
っ
て
「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

▼
定
員　
９０
人
（
先
着
順
）

▼
料
金

　
一
般　
　
２
５
０
円

　
高
校
生　
１
５
０
円

　
小
中
学
生　
　
５０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８
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く
ら
し
に
役
立
つ

法
律
の
は
な
し

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
野
県
弁
護
士
会
飯
田
在

住
会
と
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ

る
講
話
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　
成
年
後
見
制
度

〜
知
っ
て
お
き
た
い
成
年
後

見
制
度
の
概
要
〜

▼
日
時

８
月
２８
日
㈬

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
会
議
室

▼
講
師

　
村
松
将
太
さ
ん

（
村
松
将
太
法
律
事
務
所
弁

護
士
）

※
事
前
に
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

松
川
の
清
流
と

自
然
を
訪
ね
て

　
水
源
と
し
て
重
要
な
松
川
の

源
流
部
の
自
然
を
観
察
し
な
が

ら
、
治
山
・
治
水
・
松
川
ダ
ム

の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

８
月
２５
日
㈰

午
前
８
時
３０
分
出
発

※
午
後
２
時
３０
分
帰
着
予
定

※
小
雨
決
行

▼
集
合
場
所

　
市
役
所
動
物
園
側
駐
車
場

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▼
持
ち
物

昼
食
、
飲
み
物
、
敷
物
、
雨

具
▼
定
員　
１５
人

▼
申
込
方
法

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
締
切　
８
月
１６
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
林
務
課

　
内
線
４
８
６
１

絵
本
作
家

モ
リ
ナ
ガ
・
ヨ
ウ
講
演
会

　
モ
リ
ナ
ガ
さ
ん
は
、
乗
り
物

や
工
事
現
場
な
ど
の
「
図
解
絵

本
」
で
人
気
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
で
す
。
伊
能
図
や
飯
田
出

身
で
博
物
学
者
の
田
中
芳
男
が

残
し
た
「
く
ん
拾し

ゅ
う
じ
ょ
う帖

」
な
ど
の

大
人
向
け
の
図
解
本
も
多
く
あ

り
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
方
や
、
イ
ラ
ス

ト
、
建
築
・
土
木
に
興
味
が
あ

る
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ

迫
力
図
解
！
モ
リ
ナ
ガ
・
ヨ

ウ
の
絵
本

▼
対
象　
高
校
生
以
上

▼
日
時

　
８
月
３１
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

（
開
場
／
午
後
１
時
）

▼
場
所

　
中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
講
師

　
モ
リ
ナ
ガ
・
ヨ
ウ
さ
ん

　
（
絵
本
作
家
）

▼
定
員　
５０
人

▼
受
講
料
（
チ
ケ
ッ
ト
代
）

　
５
０
０
円

※
１８
歳
以
下
無
料

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

中
央
・
鼎
・
上
郷
の
各
図
書

館
▼
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
の
本
研
究
会

　
（
中
央
図
書
館
内
）

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

終
活
を
考
え
る
講
演
会

　
　
長
野
県
看
護
協
会
飯
田
支

部
で
は
、
終
活
を
テ
ー
マ
に
一

般
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　
「
今
」
か
ら
始
め
る
終
活

人
生
の
終
焉
を
見
つ
め
る
こ

と
を
通
し
て
今
を
よ
り
良
く

自
分
ら
し
く
生
き
る

▼
日
時

　
９
月
７
日
㈯

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

　
（
受
付
／
午
後
１
時
〜
）

▼
場
所　
市
立
病
院
３
階
講
堂

▼
講
師　

　
伊
藤
佳
代
子
さ
ん

（
㈱
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
飯

田
代
表
取
締
役
社
長
、
終
活

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
復
元
納
棺

師
）

▼
受
講
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ　
　

　
保
健
課

　
内
線
５
３
０
３

狩
猟
免
許
試
験
・
講
習
会

　
狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び
初
心

者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
狩
猟
に
興
味
の

あ
る
方
や
野
生
鳥
獣
で
お
困
り

の
方
な
ど
、
狩
猟
免
許
を
取
得

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
さ

れ
る
方
に
は
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。
助
成
制
度
に
つ
い
て
は

農
業
課
（
内
線
４
８
１
２
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
狩
猟
免
許
試
験

○
試
験
日　
９
月
１
日
㈰

○
試
験
会
場　
飯
田
合
同
庁
舎

○
受
験
料

z
受
験
す
る
免
許
の
種
類
１
件

に
つ
き　
　
　
５
２
０
０
円

z
既
に
他
の
免
許
を
所
持
し
て

い
る
場
合　
　
３
９
０
０
円

▼
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習

会　
○
期
日　
８
月
２４
日
㈯

○
時
間　
午
前
８
時
２０
分
〜

○
場
所　
飯
田
合
同
庁
舎

○
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
が
実
費
で
必
要

に
な
り
ま
す
。

▼
講
習
会
申
込
方
法

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
講
習
会
申
込
締
切

　
８
月
９
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
南
信
州
地
域
振
興
局
林
務
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）０
４
２
３
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美
博
の
自
然
講
座

　
伊
那
谷
を
は
さ
ん
だ
赤
石
山

脈
・
木
曽
山
脈
、
ま
た
、
飛
騨

山
脈
・
飛
騨
高
原
か
ら
な
る
中

部
山
岳
の
成
り
立
ち
を
、
フ
ォ

ッ
サ
マ
グ
ナ
の
堆
積
盆
と
関
連

づ
け
て
考
え
ま
す
。
聴
講
無
料

で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

▼
テ
ー
マ

中
部
山
岳
の
成
立
と
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ

▼
日
時

８
月
２４
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

　
竹
内
章
さ
ん

　
（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
術
博
物
館
の

春
草
講
座
第
１
講

　
本
年
度
の
春
草
講
座
は
菱
田

春
草
の
制
作
方
針
を
探
り
ま
す
。

第
１
講
は
日
本
の
古
典
絵
画
に

つ
い
て
で
す
。
模
写
な
ど
の
学

習
活
動
を
概
観
し
つ
つ
、
制
作

と
の
影
響
関
係
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
演
題

　
古
画
の
研
究

▼
日
時

９
月
１１
日
㈬

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

美
博
の
文
化
講
座

　
明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
。

飯
伊
の
国
学
者
た
ち
が
「
御
一

新
」
に
託
し
た
夢
を
取
り
上
げ

ま
す
。
リ
ニ
ア
時
代
の
「
夜
明

け
前
」
の
今
、
伊
那
谷
の
新
し

い
姿
を
描
く
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
演
題

　
平
田
国
学
と
飯
田
下
伊
那

▼
日
時

８
月
２５
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

　
青
木
隆
幸

　
（
美
術
博
物
館
専
門
研
究
員
）

▼
受
講
料　
無
料

※
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

▼
講
師

　
小
島
淳

　
（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

▼
受
講
料　
無
料

※
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
術
博
物
館
の
美
術
講
座

「
創
造
の
起
点
」
第
２
講

　
創
造
美
術
（
現
創
画
会
）
の

創
立
会
員
で
戦
後
日
本
画
の
改

革
者
・
吉
岡
堅
二
の
芸
術
を
、

薫
陶
を
受
け
た
滝
沢
具と

も
ゆ
き幸
美
術

博
物
館
館
長
が
語
り
ま
す
。

▼
演
題

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
モ
ダ
ン

　
吉
岡
堅
二
の
芸
術

▼
日
時

８
月
３１
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

　
滝
沢
具
幸

　
（
美
術
博
物
館
館
長
）

▼
受
講
料　
無
料

※
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

看
護
職
の

再
就
職
支
援
研
修

　
長
野
県
看
護
協
会
主
催
の
看

護
職
再
就
職
支
援
研
修
を
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

○
看
護
師
、
助
産
師
、
保
健
師
、

准
看
護
師
の
有
資
格
者
で
あ

り
、
現
在
看
護
職
に
就
い
て

い
な
い
方

○
既
に
就
業
し
て
い
て
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方

▼
日
時

９
月
２６
日
㈭
、
１０
月
３
日
㈭
、

１７
日
㈭
、
２４
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

※
４
日
間
コ
ー
ス

▼
場
所

　
健
和
会
病
院

　
５
号
棟
３
階
会
議
室

▼
内
容

　
講
義
、
技
術
演
習

▼
受
講
料　
無
料

▼
申
込
方
法

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
９
月
１３
日
㈮

▼
託
児

　
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
和
会
病
院　
看
護
部

☎
０
２
６
５（
２
３
）３
１
１
６

０
２
６
５（
２
３
）３
１
２
９

男
性
は
つ
ら
つ
料
理
塾

　
男
性
限
定
の
初
心
者
向
け
料

理
教
室
で
す
。
こ
の
機
会
に
料

理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

６５
歳
以
上
の
男
性
で
、
は
つ

ら
つ
料
理
塾
に
初
め
て
参
加

す
る
方

▼
日
時

９
月
１３
日
㈮
、
２７
日
㈮
、

１０
月
１１
日
㈮
、
２５
日
㈮
、

１１
月
１５
日
㈮
、
２９
日
㈮

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

※
全
６
回

▼
場
所　
上
郷
公
民
館

▼
定
員　
２０
人

▼
参
加
費

　
１
回
３
０
０
円
（
食
材
費
）

▼
申
込
方
法

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
８
月
２９
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
６
９
０
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令和２年４月採用予定　飯田市職員採用試験

試験区分
採用
予定
人数

勤務予定
機関

第１次
試験方法

第１次
試験日

受験資格
（詳細は試験実施要綱参照） 給　与  ※１

資格または
免許 年　 齢 初任給 手   当

ΤεϐʔΞΠεϦʔ
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心
の
健
康
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

　
従
業
員
の
心
の
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
事
業
所
を
支
援
し
、

働
く
皆
さ
ん
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
職
場
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
と
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
自

殺
防
止
）
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

企
業
の
管
理
職
や
人
事
労
務
担

当
者
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
主
、

従
業
員
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で

も
聴
講
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　
８
月
２２
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

▼
場
所

　
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
セ
ミ
ナ
ー
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
担
当
者
心
得
帳
」

社
内
で
行
う
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
の
基
本
に
加
え
、
社

員
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
第
一
線
で
活
躍
す

る
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お

伝
え
し
ま
す
。

○
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
自
殺
防

止
）
講
座

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自

殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に

気
づ
き
、
適
切
な
対
応
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
人
材
で
す
。

ど
な
た
で
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
受
講
料　
無
料

▼
申
込
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切　
８
月
２１
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
南
信
労
政
事
務
所

　
（
伊
那
合
同
庁
舎
内
）

☎
０
２
６
５（
７
６
）６
８
３
３

０
２
６
５（
７
６
）６
８
３
４

nanshinrosei
@
pref.nagano.lg.jp

飯
田
市
職
員
募
集

（
行
政
初
級
・
土
木
初
級
）

　
令
和
２
年
４
月
採
用
予
定
の

飯
田
市
職
員
採
用
試
験
（
行
政

初
級
・
土
木
初
級
）
を
実
施
し

ま
す
。

▼
試
験
内
容　
下
表
の
と
お
り

▼
試
験
実
施
要
綱
と
試
験
申
込

書
の
入
手
方
法

○
窓
口
に
て
受
け
取
る
場
合

人
事
課
、
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
窓
口
に
て
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
試
験
区
分
と
宛

先
明
記
、
角
形
２
号
）
を
同

封
の
上
、
人
事
課
へ
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

次
の
書
類
を
月
〜
金
曜
日
の

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５

時
１５
分
ま
で
の
間
に
人
事
課

へ
本
人
ま
た
は
代
理
者
が
ご

持
参
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

○
試
験
申
込
書

○
住
所
、
氏
名
、
試
験
区
分
を

記
載
し
、
２
４
２
円
分
の
切

手
を
貼
っ
た
長
形
３
号
封
筒

▼
募
集
締
切　
８
月
２３
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印

有
効

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
|
８
５
０
１

　
大
久
保
町
２
５
３
４

　
総
務
部　
人
事
課

　
内
線
２
１
４
１

職
員
募
集



職　　種勤務地 勤務時間
（いずれも月～金曜日） 賃金・手当など

朝の長時間保育
丸山保育園

  ７：３０～８：３０

夕方の長時間保育 １５：４５～１８：１５

朝の長時間保育
上久堅保育園

  ７：３０～８：３０

夕方の長時間保育 １５：４５～１８：４５
　

夕方の長時間保育川路保育園 １５：４５～１８：１５

朝の長時間保育
三穂保育園

  ７：３０～８：３０

夕方の長時間保育 １５：４５～１８：１５

保育士・保育補助員の募集

※勤務内容はいずれも保育業務または保育補助です。
※朝の時間・夕方の時間どちらか、または両方でもご応募いただけます。

使用料募集
区画石碑様式面積聖域の種類

３０２，０００円１和式４㎡１号聖域

４３４，０００円２和・洋式４㎡９号聖域

お号聖域 ４㎡ 洋式 ２ ３５０，０００円

か号聖域 ４㎡ 和・洋式 １ ３５０，０００円

き号聖域 ４㎡ 和・洋式 １ ３５０，０００円

【桐林墓地公園】

【矢高霊園】

※柏原霊園および西部霊園は随時募集しています。

使用料募集
区画石碑様式面積聖域の種類

え号聖域 ４㎡ 和式 １ ３５０，０００円

生涯学習・スポーツ課 スポーツ振興係 内線３７３２
問い合わせ・申し込み

８月の“月いちウォーキング”情報
「売木村を歩こう」と題して、峠に囲まれた小さな
山里を歩き、昼食と温泉を堪能します。（約６ｋｍ）
z日時／８月１８日㈰ ７：００（集合）～１３：３０頃
z集合場所／市役所職員愛宕駐車場
z参加料／１,５００円（昼食代、入浴料）
z申込締切／８月９日㈮

ノルディック＆ポールウォーキングを
豊かな自然の中で気軽に楽しみませんか
z日時／毎月１１日午前９時～１１時（１２月まで）
z場所／野底山森林公園
z内容／インストラクターとともに公園内を歩きます
z参加費／２００円（保険料含む）

ポール貸し出し ３００円
z申込方法／毎月前日までにお電話ください
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保
育
士
・
保
育
補
助
員

募
集

　
子
育
て
支
援
課
で
は
、
延
長

保
育
担
当
の
パ
ー
ト
保
育
士
、

パ
ー
ト
保
育
補
助
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
す
る
職
種
（
資
格
要

件
）

○
保
育
士
（
保
育
士
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
）

○
保
育
補
助
員
（
無
資
格
者
）

▼
試
験
方
法

　
書
類
審
査
・
面
接
試
験

※
面
接
日
時
は
、
後
日
、
応
募

者
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
募
集
内
容

　
左
表
の
と
お
り

▼
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を

貼
付
し
「
本
人
希
望
欄
」
ま

た
は
欄
外
に
希
望
園
を
記
入

し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
保
育
士
希
望
の
場
合
は
、
保

育
士
証
（
写
）
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切

　
９
月
２０
日
㈮
（
必
着
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
保
育
係

　
内
線
５
７
３
６

市
営
霊
園
使
用
者
募
集

▼
応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
か
本
籍
を

有
す
る
方
で
、
お
墓
が
な
く

お
困
り
の
方

※
ご
遺
骨
が
あ
る
方
を
優
先

▼
募
集
内
容　
左
表
の
と
お
り

▼
応
募
方
法

申
込
書
に
住
民
票
（
本
籍
入

り
）
１
通
を
添
付
し
、
環
境

課
窓
口
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
環

境
課
に
、
申
込
書
様
式
お
よ

び
募
集
聖
地
の
位
置
図
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間

８
月
１４
日
㈬
〜
２７
日
㈫

　
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

▼
抽
選

○
日
時 市

営
霊
園

　
９
月
４
日
㈬　
午
前
９
時
〜

○
場
所

　
市
役
所
本
庁
Ｃ
棟
２
階

　
Ｃ
２
１
１
・
２
１
２
会
議
室

※
定
数
に
満
た
な
か
っ
た
聖
地

は
、
９
月
５
日
以
降
に
随
時

募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
環
境
衛
生
係

　
内
線
５
４
６
１
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「
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー

女ひ
と

と
男ひ

と

」
標
語
募
集

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進

し
て
い
く
上
で
、
男
女
が
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
力
を
合
わ

せ
、
働
き
や
す
い
職
場
・
楽
し

い
家
庭
・
住
み
よ
い
地
域
社
会

を
築
い
て
い
く
た
め
、
そ
の
意

識
づ
く
り
（
啓
発
）
と
し
て
標

語
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品
内
容

○
一
般
の
部

　
高
校
生
以
上
対
象

「
職
場
の
仲
間
・
地
域
の
皆

さ
ん
・
学
校
の
友
だ
ち
・
父

・
母
・
夫
・
妻
へ
」
女
性
・

男
性
の
助
け
合
い
、
認
め
合

い
の
気
持
ち
や
姿
を
標
語
に

し
て
く
だ
さ
い
。

○
児
童
・
生
徒
の
部

　
小
・
中
学
生
対
象

女
子
、
男
子
が
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
、
対
等
な
仲
間
と
し

て
助
け
合
い
、
認
め
合
い
、

楽
し
い
学
校
、
地
域
、
家
庭

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

気
持
ち
や
姿
を
標
語
に
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

必
ず
明
記
し
、
Ａ
４
用
紙
ま

た
は
は
が
き
で
の
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
市
内
在
住
の
方
に
限

り
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
一
人
１
作
品
で

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
応
募
も
可

能
で
す
が
、
そ
の
場
合
は
実

名
も
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

８
月
１９
日
㈪
〜
１０
月
４
日
㈮

▼
審
査

飯
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
が
審
査
し
ま
す
。

入
賞
さ
れ
た
方
に
は
、
審
査

結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼
公
表

審
査
結
果
と
入
賞
作
品
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
新
聞
な

ど
で
広
く
公
表
し
ま
す
。

▼
表
彰

入
賞
作
品
は
令
和
２
年
３
月

１
日
㈰
開
催
の
「
第
２５
回
市

民
の
つ
ど
い
」
で
表
彰
し
ま

す
。
入
賞
者
に
は
、
記
念
品

と
し
て
賞
状
と
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
|
８
５
０
１

　
大
久
保
２
５
３
４

　
男
女
共
同
参
画
課

　
内
線
５
４
５
２

０
２
６
５（
２
２
）４
６
７
３

danjo@city.iida.nagano.jp

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

入
居
者
募
集

　
市
営
住
宅
お
よ
び
飯
伊
地
区

の
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

　
入
居
日
は
、
１０
月
１
日
㈫
で

す
。

▼
受
付
期
間

８
月
２０
日
㈫
〜
２９
日
㈭

○
月
・
水
・
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分

○
火
・
木
曜
日

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

○
日
曜
日

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分

※
８
月
２４
日
㈯
は
、
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。

▼
抽
選
日
時

○
県
営
住
宅

　
９
月
６
日
㈮　
午
前
１０
時
〜

○
市
営
住
宅

　
９
月
６
日
㈮　
午
後
２
時
〜

▼
受
け
付
け
・
抽
選
場
所

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
飯
田

管
理
セ
ン
タ
ー

（
追
手
町
２
|
６
４
１
|　
４７
）

▼
募
集
市
営
住
宅

　
北
の
原
（
松
尾
常
盤
台
）

　
二
ツ
山
（
山
本
）

　
三
尋
石
（
伊
賀
良
大
瀬
木
）

　
平
林
（
鼎
切
石
）

　
黒
田
（
上
郷
黒
田
）

※
県
営
住
宅
は
長
野
県
住
宅
供

給
公
社
飯
田
管
理
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
の
市
営

住
宅
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
飯
田

管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
４
８
）０
４
６
０

第
６
回

山
本
地
区
宅
地
分
譲

　
二
ツ
山
市
営
住
宅
の
整
備
事

業
に
よ
り
、
市
営
住
宅
敷
地
と

し
て
利
用
し
な
い
土
地
の
宅
地

分
譲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
所
在

　
山
本
地
籍

　
（
二
ツ
山
市
営
住
宅
東
側
）

▼
区
画
数

　
８
区
画
（
全
１２
区
画
）

　
（
現
状
、
粗
造
成
程
度
）

▼
売
主　
飯
田
市

▼
分
譲
区
画
面
積

　
３
０
０
㎡
〜
３
１
２
㎡

▼
分
譲
価
格

お
よ
そ
３
０
７
万
円
〜

３
１
８
万
円

▼
募
集
期
間

８
月
１
日
㈭
〜
３０
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

※
本
年
度
は
、
第
９
回
ま
で
の

募
集
を
予
定
（
偶
数
月
）。

※
全
て
の
区
画
の
分
譲
が
決
定

し
た
時
点
で
募
集
を
締
め
切

り
ま
す
。

▼
受
付
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分

▼
受
付
場
所

　
山
本
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

※
郵
送
・
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど

に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
分
譲
区
画
の
詳
細
や
申
し
込

み
条
件
な
ど
は
、
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
地
域
計
画
課　
住
宅
係

　
内
線
３
７
９
４

宅
地
分
譲
　
山
本
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第
６２
回
長
野
県
母
親
大
会

参
加
者
募
集

　
子
育
て
、
暮
ら
し
、
平
和
、

女
性
の
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　
９
月
８
日
㈰

　
午
前
９
時
１５
分
〜
午
後
４
時

※
午
前
６
時
に
市
役
所
集
合
、

出
発

▼
場
所

　
高
山
中
学
校

　
（
上
高
井
郡
高
山
村
）

▼
内
容

○
午
前

　
分
科
会
・
特
別
講
座
ほ
か

○
午
後　
記
念
公
演

z
テ
ー
マ

映
画
製
作
を
通
じ
て
見
え
て

き
た
私
た
ち
の
時
代

z
講
師

　
坂
田
雅
子
さ
ん（
映
画
監
督
）

▼
定
員　
２０
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　
１
０
０
０
円

▼
持
ち
物　
上
履
き
、
敷
物

※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ

さ
い
（
当
日
販
売
あ
り
）。

▼
申
込
方
法

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
締
切　
８
月
２３
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
男
女
共
同
参
画
課

　
内
線
５
４
５
２

農
地
相
談

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

農
業
者
年
金
な
ど
の
農
地
に
関

す
る
相
談
を
、
各
地
区
担
当
の

農
業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務

局
職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　
開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
上
村
・

南
信
濃
地
区
は
予
約
が
必
要
で

す
の
で
、
事
前
に
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
の
農
地
法
許
可

申
請
な
ど
の
締
め
切
り
は
、
９

月
１３
日
㈮
で
す
。

▼
開
催
日
・
開
催
地
区

○
９
月
３
日
㈫　

龍
江
・
伊
賀
良
・
上
村
・
南

信
濃

○
９
月
４
日
㈬

　
下
久
堅

○
９
月
９
日
㈪

　
山
本
・
竜
丘

▼
場
所

開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

※
下
久
堅
地
区
は
下
久
堅
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

▼
時
間

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

※
次
の
地
区
は
、
場
所
お
よ
び

時
間
が
異
な
り
ま
す
。

○
上
村

　
上
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　
午
後
３
時
〜
４
時　

○
南
信
濃

　
南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

特
設
人
権
相
談
所

▼
日
時

　
９
月
８
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所

　
下
久
堅
公
民
館

▼
費
用　
無
料

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
、
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支

局
内
）

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
０
１
４

戦
没
者
遺
骨
の

D
N
A
鑑
定
の
実
施

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者

遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
行
い
、

遺
留
品
な
ど
か
ら
遺
族
が
推
定

で
き
る
場
合
は
、
ご
遺
骨
を
返

還
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
、
ご
遺

族
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
行

い
ま
す
。
沖
縄
県
の
１０
地
域
で

収
容
さ
れ
た
ご
遺
骨
の
鑑
定
に

つ
い
て
、
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

▼
戦
没
者
ご
遺
骨
の
収
容
地
域

真
嘉
比（
那
覇
市
）、幸
地

（
西
原
町
）、大
里
字
高
平

（
南
城
市
）、経
塚（
浦
添
市
）、

前
田（
浦
添
市
）、井
原（
糸

満
市
）、米
須（
糸
満
市
）、喜

屋
武（
糸
満
市
）、真
壁（
糸

満
市
）、具
志
頭
須
武
座
原

（
八
重
瀬
町
）

▼
申
請
方
法

市
福
祉
課
に
て
案
内
お
よ
び

申
請
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

案
内
に
従
い
必
要
事
項
を
記

入
し
、
申
請
締
切
ま
で
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
締
切　
８
月
３０
日
㈮

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

◯
福
祉
課　
地
域
福
祉
係

　
内
線
５
７
１
２

◯
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局

　
事
業
化
調
査
第
一
係　

☎
０
３（
３
５
９
５
）２
２
１
９

　
原
爆
死
没
者
の
ご
冥
福
と
世

界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念
す

る
た
め
、
広
島
市
と
長
崎
市
に

お
い
て
、
原
爆
被
爆
７４
周
年
の

慰
霊
お
よ
び
平
和
祈
念
の
式
典

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
原
爆
投
下
時
刻
に
は
、

１
分
間
の
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ

ま
す
。

　
こ
の
趣
旨
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

◯
広
島
市

　
８
月
６
日
㈫

　
午
前
８
時
１５
分

◯
長
崎
市

　
８
月
９
日
㈮

　
午
前
１１
時
２
分

▼
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課　
地
域
福
祉
係

　
内
線
５
７
１
２　
　
　

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

平
和
祈
念
の
黙
と
う



相談は無料、秘密は厳守します。
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毎月第２火曜日
毎週火・木曜日
毎週水・金曜日
毎週月・火・木・金曜日
毎週月～金曜日
毎月第３火曜日
毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎月第２月曜日
（水）
（水）

８月７日
８月２１日

毎週月～金曜日

毎月第４木曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日
毎 週 火 曜 日
（受付順）

毎月第２金曜日

毎月第２、
第３日曜日
毎週月～金曜日
（祝日は休み）

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎 週 木 曜 日

毎月第４日曜日

１３：００～１６：００
１３：００～１７：００
１３：００～１７：００
１３：００～１７：００
 ８：３０～１７：１５
１３：３０～１６：３０
 ８：３０～１７：００

 ８：３０～１７：１５

１３：３０～、１５：００～
１３：００～１５：００
１７：００～１９：００

 ８：３０～１７：１５

１２：３０～１５：００

１２：３０～１５：３０

 ８：３０～１７：１５

 ８：３０～１７：３０

１３：００～１７：００

 ８：３０～１７：３０

 ８：３０～１７：３０

 ９：３０～１７：００

 ８：３０～１７：３０

１０：００～１２：００

１３：００～１５：００

市役所A棟１階

市役所A棟１階
市役所C棟１階
市役所A棟３階

市役所保健センター２階

市役所保健センター２階

飯田勤労者福祉センター

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

さんとぴあ飯田

まいさぽ飯田

いいだ地域包括支援センター
いがら地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
いいだ成年後見支援センター

総務文書課　内線２１１１

子育て支援課　内線５７３９
男女共同参画課　内線５４５２
教育相談室　内線３７２１
内線５３４３
内線５３４２
内線５３０１
保健課保健指導係　内線５３０６

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
産業振興課　☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所　☎０２６５（７６）６８３３

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６０（３４）１０６６
☎０２６５（５３）９４１１
☎０２６５（５３）３１８７
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毎月第２・４水曜日
（４月無し、５月第２水曜日除く）

毎週月～金曜日
（祝日は休み）

１３：００～１６：００
受付１２：３０～１５：００まで

１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

りんご庁舎２階
こども家庭応援センター

市役所A棟１階
（外国人相談窓口）

市役所A棟３階
（産業振興課内）
飯田商工会議所
（常盤町４１）

さんとぴあ飯田
※本人の相談が原則
※本人確認ができる
　書類と写真１枚が必要

おまめでサロン
（ほっとカフェわたの実）
介護老人保健施設
ゆうゆう

男女共同参画課
内線５４５３

保健課健康推進係
内線５５１３
ジョブカフェいいだ
内線３５１４

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

飯伊圏域障がい者総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２　　
まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８１
ゆうゆうカフェ担当
☎０２６５（５３）６０４８

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

毎週月～金曜日  ８：３０～１７：３０

外
国
語
相
談

心
配
ご
と
相
談

平
日

休
日
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今月のプレゼント今月のプレゼント５名様に
プレゼント

応募締切 ８月２６日㈪ （必着）
次の事項を必ず記入し、はがきまたはメールで
ご応募ください。
①住所　②氏名　③年齢　④電話番号
⑤広報いいだの感想
z特集してほしいテーマ z良かった記事 z良くなかった記事など

【あて先】
〒３９５－８５０１ 大久保町２５３４
飯田市秘書広報課
    「広報いいだプレゼント係」 宛
　 ｓｋｏｕｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※抽選結果はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

z美術博物館オリジナルシャーペン

z菊慈童ミニタオル

z霊昭女しおり

美術博物館は、開館３０周年を迎え、
７月２０日に

しました！

長野県

静岡県
愛知県

岐阜県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県

奈良県

大阪府

京都府

山梨県

埼玉県

神奈川県

群馬県

栃木県

東京都

茨城県

千葉県

２０２７年開業予定

約２５分 約４５分

中津川市
甲府市

飯田市

名古屋市

相模原市

東京都

大阪

リニア中央新幹線で何が変わるの？リニア中央新幹線で何が変わるの？
˔໰͍߹ΘͤʗϦχΞਪਐ՝ɹ಺ઢ̏ ２̏２

リニア中央新幹線で東京～大阪間が約１時間で結ばれることにより、三大都市圏への移動時間が
大幅に短くなります。
また、リニア中央新幹線沿線各地から

１時間の移動可能な範囲も広がり、
都市と地方都市の移動が
しやすくなります。

約７千万人の大交流リニア都市圏の誕生は、世界からヒト、モノ、カネ、情報を引きつけ、世界を
先導するスーパー・メガリージョンの形成、新たなイノベーションの創出が期待できます。

観光・ビジネスなど
の交流が活性化す
ることで、日本の経
済が持続的に成長
していくことが期待
されます。

͸ɺؒ࣌ͷॴཁࡌه˞
൧ాࢢʹఀं͢Δศͷ
΋ͷͰ͢ɻ
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三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１５５回三市合同企画 第１５５回

世
界
を
代
表
す
る
バ
イ

ク
メ
ー
カ
ー「
ス
ズ
キ
、ホ

ン
ダ
、ヤ
マ
ハ
の
創
業
の

地
」、浜
松
。オ
ー
ト
バ
イ
の

産
業
と
文
化
を
盛
り
上
げ

て
き
た
浜
松
市
で
は
、８
月

̍̕
日「
バ
イ
ク
の
日
」に
ち

な
み
、毎
年
直
近
の
週
末
に

「
バ
イ
ク
の
ふ
る
さ
と
浜

松
」と
い
う
バ
イ
ク
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。創

業
の
地
な
ら
で
は
の
旧
車

展
示
コ
ー
ナ
ー
や
バ
イ
ク

に
触
っ
た
り
ま
た
が
っ
た
り

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
、障
害
物

の
中
を
走
る
迫
力
の
ト
ラ

イ
ア
ル
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、家
族
み
ん
な

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。全
国
か
ら
バ
イ

ク
フ
ァ
ン
が
集
ま

り
、駐
車
場
に
自
慢

の
バ
イ
ク
が
ず
ら
っ

と
並
ぶ
光
景
も
必
見

で
す
。ラ
イ
ダ
ー
は

も
ち
ろ
ん
、バ
イ
ク

に
親
し
み
の
な
い
人

も
、見
て・
触
っ
て
バ

イ
ク
の
魅
力
を
感
じ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

˒։࠵೔࣌ʗ８月２４日㈯ 午前１０時～午後５時
２５日㈰ 午前１０時～午後４時

˒৔ॴʗ浜松市総合産業展示館
ʢ඿দࢢ౦۠ྲྀ௨ݩொ２０ɻ ２ʣ

˒໰͍߹Θͤʗ浜松市役所 産業振興課
☎０５３（４５７）２２８５

バ
イ
ク
の
ふ
る
さ
と
浜
松
２
０
１
９

バ
イ
ク
の
ふ
る
さ
と
浜
松
２
０
１
９

駐
車
場
に
並
ぶ
バ
イ
ク
も
見
ど
こ
ろ
！

ムトス飯田推進委員会は、独創的で波及効果のあるまちづ
くり活動に対して助成をしています。ムトス飯田助成事業を
活用して実施した、市民の皆さんの自主活動を紹介します。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３

団体名

▲諏訪湖よさこいに参加

第２４回

「
よ
さ
こ
い（
踊
り
）」の
チ
ー
ム
と
し
て
県
内

外
の
祭
り
や
福
祉
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

南
信
州
の
祭
り
や
獅
子
を
踊
り
の
テ
ー
マ
と

し
、地
域
内
外
へ
南
信
州
の
良
さ
を
発
信
し
て
い

ま
す
。テ
ー
マ
は
毎
年
変
え
な
が
ら
、作
品
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、地
域
内
の
祭
り
、

福
祉
施
設
、敬
老
会
、運
動
会
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、高
齢
者
、障
が
い
者
、児
童
と
の
交

流
を
深
め
、地
域
を
元
気
に
で
き
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
は
３０
人
ほ
ど
の
組
織
で
す
が
、活
動
を
Ｐ
Ｒ

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
り
、活

動
の
場
を
広
げ
つ
つ
、小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
参

加
で
き
る

１
０
０
人
規

模
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を

目
指
し
て

メ
ン
バ
ー
を

増
や
し
て
い

き
た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。

「
よ
さ
こ
い
」を
通
じ
て「
祭
り
」や「
獅
子
」を
発
信

し
な
の
大
和

や
ま
と
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人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
̣̥ ̤๏ਓ͍͍ͩਓܶܗηϯλʔɹὸ０̑０ʢ̏ ̑̔ ʣ̏̏̑̕ ɹ̐
·ͨ͸ɹ൧ాจԽձؗɹὸ０２̒ ʢ̑２̏ ʣ̏̑̑ ２
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■申し込み・問い合わせ
̣̥ ̤๏ਓ͍͍ͩਓܶܗηϯλʔɹὸ０̑０ʢ̏ ̑̔ ʣ̏̏̑̕ ɹ̐
·ͨ͸ɹ൧ాจԽձؗɹὸ０２̒ ʢ̑２̏ ʣ̏̑̑ ２

第１２回こども写生大会
日時：８月７日㈬ ９：３０～１６：００
会場：川本喜八郎人形美術館
持ち物：画板、色鉛筆

（画用紙は配布します）

折口信夫作・川本喜八郎監督 「死者の書」
上映・解説会
日時：８月１８日㈰ １３：３０～１６：５０
会場：美術博物館講堂
料金：５００円（資料代）
内容：z【講演】 折口信夫「死者の書」の趣意

    講師／小川直之さん（國學院大學教授）
z人形アニメーション「死者の書」上映

わたちゃんのダンボール獅子舞ワークショップ
z獅子がしらづくり…９月８日㈰、２１日㈯

※どちらか１日に参加してください。
z舞の稽古…１０月６日㈰、１９日㈯
z発表…１０月２０日㈰
会場：川本喜八郎人形美術館

エントランス前

糸あやつり人形芝居 「高丘親王航海記」 人形展
期間：９月２日㈪まで
会場：川本喜八郎人形美術館３階スタジオ
料金：大人…４００円、小中学生…２００円

展示
   企画
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͕ൃ৴͞Ε·͢ɻ܇࿅΁ͷ͝ཧղɺ͝ い͠·͢ɻئΛ͓ྗڠ

９月１日㈰に飯田市地震総合防災訓練を行います！
市内各地区では、自主防災組織が中心となって地震防災訓練を行います。

積極的に参加し、防災について考える日にしましょう。

൧ాࢢ஍਒૯߹๷܇ࡂ࿅ͷҰ؀ͱͯ͠ɺ໋ ΛकΔ҆
શߦಈ܇࿅ʮγΣΠΫΞ΢τ܇࿅ʯΛશࢢҰ੪ʹߦい·
͢ɻͦ ͷ৔ͰͰ͖Δ؆୯ͳ܇࿅Ͱ͢ͷͰɺΈͳ͞Μ΋
ͥͻ͝ࢀՃ͘だ͞いɻ

●９月１日（日）午前８時と午前８時３０分の２回、
๷ߦࡂ੓ແઢɺ͍ ͍ͩΤϑΤϜ์ૹɺ
൧ాέʔϒϧςϨϏԻ੠ࠂ஌୺຤͔Β
訓練緊急地震速報が流れます。

訓練緊急地震速報を合図に、
「３つの安全行動」を１分間行ってください。

訓練緊急地震速報を合図に、
「３つの安全行動」を１分間行ってください。

訓練緊急地震速報を合図に、
「３つの安全行動」を１分間行ってください。

訓練緊急地震速報を合図に、
「３つの安全行動」を１分間行ってください。

危機管理室 防災係 内線２４３１問い合わせ

３つの
安全行動

❶姿勢を低く！
❷頭・首・身体を守って！
❸揺れがおさまるまでじっとして！

まず、自分の身を守ることが重要です！
素早く３つの安全行動を取りましょう。

◎大きな揺れを感じたら、緊急地震速報が流れたら…

ダンゴムシのポーズ

❶ ❷ ❸
まず低く 頭を守り 動かない

決定

上 下 左 右飯田市からのお知らせ、地
域からのお知らせ、お悔やみ
情報、リサイクルステーション、
休日当番医、緊急情報など、
生活に役立つ情報をお届けし
ています。

リモコンの　　　　　　　　ボタンで
画面表示の情報メニューを移動し選択します。
リモコンの　　　ボタンを押すことによって、
その情報の内容を見ることができます。

決定

上 下 左 右ご
利
用
方
法

■問い合わせ
総務文書課 情報システム係
内線２１２８

ケーブルテレビの

デジタル１２チャンネルで

放送中!!

ゆい

ケーブルテレビの

ゆい

２０１9.8.1［広報いいだ］25



お盆期間中の
市民バスなどの運行について
８月１４日（水）～１６日（金）の期間中の市民バス・乗合タクシーの運行は、

下表のとおりとなりますので、お気を付けください。
˔໰い߹ΘͤʗϦχΞਪਐ՝ɹެަڞ௨܎ɹ಺ઢ̏ ̏̍ ̏

路線名 運行内容 運行事業者 連絡先

路 

線 

バ 

ス

乗 

合 

タ 

ク 

シ 

ー

॥ ؀ ઢ
ԕ ࢁ ڷ ઢ
ۨ ৔ ઢ
େ ٳ ઢ
Ѩ ౡ ઢ
ฏ Ԭ ઢ
ઍ ୅ ઢ
ٱ ݎ ઢ
ࡾ ึ ઢ
ཽ ౦ ઢ

ʣߦ࿢ઢʢ࣮ূӡࢁຊ੢෦ࢁ
͔͟͜͠ઢ
ࡾ ึ ઢ
઒ ࿏ ઢ
্ ࢢ ా ઢ
ԕ ࢁ ڷ ઢ
ਢ ୔ ઢ
্ ଜ ઢ
Լ ܀ ઢ
্ ౡ ઢ

೔༵μΠϠͰӡߦ
೔༵μΠϠͰӡߦ
೔༵μΠϠͰӡߦ

ӡ ٳ
ӡ ٳ
ӡ ٳ
ӡ ٳ
ӡ ٳ
ӡ ٳ
௨ৗӡߦ
௨ৗӡߦ
௨ৗӡߦ
௨ৗӡߦ
௨ৗӡߦ
௨ৗӡߦ
ӡ ٳ
ӡ ٳ
ӡ ٳ
ӡ ٳ
ӡ ٳ

৴ೆަ௨

ΞοϓϧΩϟϒ

൧ా෩ӽλΫγʔ

ே೔ަ௨

๺෦λΫγʔ

ఱཽޫ؍λΫγʔ

ԕࢁλΫγʔ

ΞοϓϧΩϟϒ

ὸ０２̒ ʢ̑２̐ ʣ０００̑

৴ೆަ௨ ὸ０２̒ ʢ̑２̐ ʣ０００̑

ὸ０２̒ ʢ̑２̔ ʣ２̔ ２̔

ὸ０２̒ ʢ̑２２ʣ０̐ ̔̕

൧ా෩ӽλΫγʔ ὸ０２̒ ʢ̑２２ʣ０̐ ̔̕

ὸ０２̒ ʢ̑２̏ ʣ̒̔̑ １

ὸ０２̒ ʢ̑̏ ʣ̑̏̏̕ ２

ὸ０２̒ ０ʢ̏ ʣ̒２２０̑

ὸ０２̒ ０ʢ̏ ２ʣ２０̒ １

ὸ０２̒ ʢ̑２̔ ʣ２̔ ２̔

ฏ Ԭ ઢ
ീॏՏ಺ઢ

ԕߍߴڷࢁ௨ֶࢧԉઢ

೔༵μΠϠͰӡߦ
ӡ ٳ
ӡ ٳ
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第
３１
回平和のための信州・戦争展
８月１０日㈯～１２日㉁
ձ৔ɿ鼎文化センター
ੜҎԼ�無料ߍߴɿҰൠ�５００円ʗ݊ྗڠՃࢀ˗

再び戦争の惨禍を繰り返さないために、
平和の尊さと戦争の悲惨さを伝える戦争展
が４年ぶりに飯田市で開催されます。平和で
豊かな時代を後世に伝えていくためにも、ぜ
ひご覧ください。
（この戦争展は県内を巡回して開催されています。）

◉８月１０日㈯ １０：００～１２：００
ҰൠࢢຽͷϐʔεϥΠϒߴɺ ੜͷϠϯάϥΠϒɻߍ
Ұॹʹฏ࿨ͳؒ࣌Λա͝͠·͠ ΐ͏ ʂʂ

◉８月１２日㉁ ９：３０～１２：００
খதֶੜߴɺ ΍ֶशΛ௨ͯ͠ݧੜɺ੨೥͕ͨͪମߍ
ฏ࿨ʹͭいͯޠΔूいɻ

൧ాࢢ΁دଃɾدୗ͞Εͨઓ૪Ҩ඼
΍൧ҏ஍ํʹ࢒Δઓ૪ࢿྉʹͭい
ͯɺҨ଒ͷํͳͲ͔Β͓ͨͬ࢕࿩΍
ղઆΛ෇͚ͯలࣔ͠·͢ɻ

◉８月１２日㉁ １３：３０～１５：００
ʮ֩ฌثഇઈΛΊͯ͟͠ʯ
௕ʣ࣍ہ຿ࣄڠΜʢ೔ຊඃஂ͞رɿ౻৿ढ़ࢣߨ
ϊϕʔϧฏ࿨৆ड৆ࣜʹ΋ࢀՃ͞Εͨ౻৿͞ΜΛߨ
Γ·͢ɻޠいΛࢥഇઈ΁ͷث΍֩ฌݧɺඃരମʹࢣ

◉８月１０日㈯ １３：００～１３：４０
։ձࣄߦͷதͰ�ʮ๛ٰଠޑͷձʯ�ͷօ͞ΜʹΑΔ
ԋ૗͕͋Γ·͢ɻ

◉８月１０日㈯ １４：００～１６：００
ͷଞʹɺҰൠ̍݊ྗڠՃࢀ˞ 
̌ ̌̌ ԁͷ؍৆͕݊ඞཁ
Ͱ͢ɻʢେֶੜҎԼ͸ແྉʣ

◉８月１１日㈷ ９：３０～１４：００
ᶃઓ૪ମݧɾ๽ృΓڭՊॻ
ᶄߴ౳ঁֶߍͰͷઓ૪ମݧ
ᶅԼҏಹ஍ํͷদࠜ༉ੜ࢈
ᶆۭऻମݧͱͦͷଞઓ૪ମݧ

ɿ̏̌̕ʙ
̍̌ ɿ̏ ̌ʙ
̍̍ ɿ̍ ̑ʙ
̍̏ ɿ̌ ̌ʙ

◉８月１１日㈷ １４：３０～１６：３０
「あの日のオルガン」

೔ຊॳͷอҭԂࣇͷूஂ
ૄ։ͷ࣮࿩ΛөըԽɻ
̑̏ ਓͷࢠͲ΋ͷ໋Λकͬ
ͨ෺ޠɻ
ͷଞʹɺ݊ྗڠՃࢀ˞
Ұൠ̍ 
̑ ̌̌ ԁ
େֶੜ̍ 
̏ ̌̌ ԁ
খதߍߴੜ̔ ̌̌ ԁͷ
өը؍৆͕݊ඞཁͰ͢ɻ

ʮ͋ͷ೔ͷΦϧΨϯʯ
���18ʮ͋ͷ೔ͷΦϧΨϯʯ੡࡞ҕһձ
഑څɿ�δϟύϯɾεϩʔγωϚɾωοτϫʔΫɺ
ɹɹɹϚϯγʔζΤϯλʔςΠϯϝϯτ

ઓ࣌தʹদࠜ༉Λזཹסͨͬ࠾

˛

戦
争
遺
品
の
展
示

パ
ネ
ル
展
示

飯
田
下
伊
那
各
地
区
九
条
の
会
展
示

˙໰͍߹Θ ɿͤੜֶ֔शɾεϙʔπ՝ɹ಺ઢ̏ ̓̐２

ʲεέδϡʔϧʳ

※松元ヒロ公演と映画会は参加協力券の他にそれぞれの観賞券が必要です。

͞Μ͔
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天竜河原で押し花ノート作り天竜河原で押し花ノート作り
天竜川総合学習館 かわらんべ天竜川総合学習館 かわらんべ

V日時／８月３１日（土）　９：００～１１：００
V場所／天竜川総合学習館 かわらんべ
V内容／河原で遊んだり、

押し花ノートを作ったりします。
V申し込み・問い合わせ／
天竜川総合学習館 かわらんべ
☎０２６５（２７）６１１５

水辺の生き物や花と友達になろう水辺の生き物や花と友達になろう
下伊那教育会生物委員会下伊那教育会生物委員会

花はなぜ咲く、なぜ香る？花はなぜ咲く、なぜ香る？
飯田市美術博物館飯田市美術博物館

V日時／８月３１日（土）　１３：００～１５：３０
V場所／富草の休耕田
V内容／富草の休耕田でメダカなどの

水生生物や水辺の花を探します。
V定員／２０人
V申し込み・問い合わせ／
天竜川総合学習館 かわらんべ
☎０２６５（２７）６１１５

【森森探検隊】 花の苗を植えよう【森森探検隊】 花の苗を植えよう
かざこし子どもの森公園かざこし子どもの森公園

V日時／９月２９日（日）
１０：００集合、１０：３０開始

V場所／かざこし子どもの森公園 おしぼら駐車場
V内容／公園の花壇に花の苗や球根を植えます。
V問い合わせ／
かざこし子どもの森公園　☎０２６５（５９）８０８０

くるくるフラワーを作ろうくるくるフラワーを作ろう
南信州飯田おもしろ科学工房南信州飯田おもしろ科学工房

V日時／９月１５日（日）
①１０：００～１２：００　②１３：００～１５：００

V場所／かざこし子どもの森公園 おいで館
V内容／虹色テープでキラキラ光る花を作ったり

実体顕微鏡で花の観察ができます。
V問い合わせ／
生涯学習・スポーツ課
☎０２６５（２２）４５１１ （内線３７４２）

V日時／９月１６日（祝）
①１０：００～　②１３：３０～

V場所／美術博物館 科学工作室
V内容／花の色や香りのヒミツを探ったあとで、

天然の花の香りのスプレーを作ります。
V定員／２０人
V申し込み・問い合わせ／
美術博物館　☎０２６５（２２）８１１８

花と動物 どこがちがうかな？展花と動物 どこがちがうかな？展
飯田市立動物園飯田市立動物園

V期間／９月１日（日）～２９日（日）
V場所／飯田市立動物園
V内容／動物と植物の違いについての

展示を行います。
V問い合わせ／動物園　☎０２６５（２２）０４１６

花びらを集めよう！花クイズ花びらを集めよう！花クイズ
飯田市立図書館飯田市立図書館

V期間／８月２４日（土）～９月２６日（木）
V場所／中央図書館、鼎図書館、上郷図書館
V内容／図書館のあちこちにあるクイズに答えて

花びらを集めます。
V問い合わせ／上郷図書館　☎０２６５（５２）２５５１

９月の土日は、
市内のいろ～んなところで

「 」のイベントがもりだくさん！！

材料費
２００円
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छɹɹ໨

ɹɹ೔ظ

ձɹɹ৔
ɹɹؒ࣌

֨ࢿՃࢀ
νʔϜߏ੒

囲碁ボール交流大会 大なわとび記録会
（ロープ・ジャンプ・X） ニュースポーツ体験会

１１月１０日（日）
飯田勤労者体育センター（松尾明）

８時３０分～受付開始 １３時１０分～受付開始 ９時３０分～１６時００分

小学４年生以上 制限なし小学１年生以上
ื�ू�਺ ８０チーム ４０チーム 制限なし（申し込み不要）

３～１０人以内 ３人以上（回し役も含む） なし（個人で参加できます）

氏　名 地区名 氏　名 地区名 氏　名 地区名 氏　名 地区名
ͨࢲ ʮͪεϙʔπਪਐҕһʯ͕ ɺ஍Ҭͷεϙʔπৼڵɾൃలͷ͓ख఻͍Λ͠· ɻ͢

参加申し込み
受付スタート!!ニュースポーツ

 フェスティバル開催！
ニュースポーツ
 フェスティバル開催！

伊 藤　　賢 鼎
井 坪 晃 俊 上 郷
嶽 野 英 樹 上 郷
松 田 博 恵 上 郷
胡桃澤幸晃 上 村
熊 谷 久 幸 南信濃

前 川 正 博 松 尾 中村 賢太郎 川 路
三 石 義 弘 下久堅 井 上 憲 一 三 穂
滝 沢 秀 昭 下久堅 北 原　　誠 山 本
田 中 英 文 上久堅 小 池 清 志 山 本
林　　浩 昭 千 代 宮 毛 幸 彦 伊賀良
澤 栁　　徹 龍 江 菅沼 美由紀 伊賀良
下平 眞千子 竜 丘 今 牧 和 典 伊賀良
鈴 木 運 友 竜 丘 栗原 八重子 鼎
島岡 美奈子 竜 丘 中 島 基 雄 鼎

生 島 雄 太 橋 北
中 島 弘 貴 橋 南
平 坂 伸 子 羽 場
吉 川 翔 己 羽 場
奥 村 幸 仁 丸 山
近 藤 啓 介 東 野
岩 井 美 季 座光寺
田 中 利 治 松 尾
竹 下 広 志 松 尾

◉申し込み・問い合わせ
܎ڵɹੜֶ֔शɾεϙʔπ՝�εϙʔπৼہ຿ࣄ
಺ઢ�̏ ̓̏ ２ɹɹ�０２̒ ʢ̑̑ ʣ̏̐̑̐ ̒
ɹ�TQPSUT!DJUZ.JJEB.OBHBOP.KQ

参加申込書をご記入の上、ＦＡＸ、メール、または生涯学習・スポーツ課まで
持参してください（参加申込書は、開催要項に付いています）。

◉１人１００円 （保険料など）
参加費は当日、受付で
納入してください。

※開催要項は、生涯学習・スポーツ課、
各自治振興センター、各公民館にあります。
※出場チーム数によって時間・試合数などが
変更になることがあります。
※詳細については、開催要項をご覧ください。

み・

スポーツ課まで

み・問い合わせ
܎ڵɹੜֶ֔शɾεϙʔπ՝�εϙʔπৼہ຿ࣄ

み・問い合わせ

囲碁ボール・大なわ
９月２７日（金）

申込締切

飯田市スポーツ推進委員協議会主催

１日で約６００人
の皆さんに

ご参加いただい
ているイベント

です。

ぜひこの機会に
ご参加ください

！！
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ʙҏಹ୩ͷࣗવͱจԽ�WPM.̏ ʙ̑�ʬڷ౔ͷઌਓʹֶͿ�ʭ
リニア時代を迎え地域の大きな変貌が予測される今、この地域のもつ独自性や潜在力を明らかにし、価値を再認
識する学習は、私たち市民にとって大切なことです。飯田市民大学講座は、地域に縁ある先人たち、地道な人々の
暮らしや文化・芸能、自然などをテーマとして取り上げて郷土を学ぶ学習講座です。
地域で活躍されている皆さんを講師にお迎えし、新しい時代を切りひらく方途について共に考えます。

１,０００円（全講座の資料代と第７回の観覧料を含みます。）
※高校生以下無料　　※全８回の連続受講を原則とします。第１回講座の際、集金します。
８月２９日（木） ※以降も随時受講申し込みを受け付けます。

受 講 料

申込期限

●

●

申し込み・問い合わせ先 飯田市公民館　☎０２６５（２２）１１３２　　０２６５（２２）１０２２　　iccc01@city.iida.nagano.jp

೔࣌ɾձ৔ ςɹʔɹϚɹʢ಺ɹ༰ʣ ճࢣ�ɹɹߨ

地名調査の切り口はどの辺りにあるのか、またそれをどのように探って
きたのか。小字（こあざ）の悉皆（しっかい）調査の必要性と災害地名調査に
至った、その私的な手法と道筋を振り返りながらたどります。

私の地名調査 ～伊那谷南部の災害地名調査を終えて～

全国一多くの満蒙開拓移民を旧満洲に送り出した地域の歴史的背景
や、戦後日本へ引き揚げた「中国帰国者」の生活および地域社会への適
応を通して、この地域のコミュニティの特徴を知り、多文化共生社会の実
現のために私たちができることについて考えます。

二つの祖国に生きて ～満蒙開拓と地域コミュニティ～

信州における凍み豆腐生産の歴史を知り、その製造法や科学的な健康機
能性に関する最新の情報を通じて、この地域の食文化について考えます。

凍み豆腐 一日一枚 食べて健康長寿・幸福長寿

飯田・下伊那には山や河川を背景とした素晴らしい文化的景観が存在し
ます。建築史からみた「文化的景観ｃｕｌｔｕｒａｌｌａｎｄｓｃａｐｅ」という概念と
その現代的意義を紹介し、近世史からみた川路地区と天竜川をめぐる歴
史と景観の変遷を考えます。

飯田・下伊那の歴史と景観 ～文化的景観の考え方と実践～

長野原竹宵の会の皆さん

古代の役所「国史跡 恒川官衙遺跡」を掘る
～“２０００年浪漫の郷”をめざした地域の保存継承活動～
恒川官衙遺跡では、奈良・平安時代の役所「伊那郡衙（いなぐんが）」の
施設跡が見つかっています。伊那郡衙とはどんな役所だったのか、最
新の調査情報を交え紹介します。また、座光寺地区の未来を創造する
ための歴史的・文化的資源を生かした学びと活動を紹介します。

環境と観光と地域づくり
～天竜川鷲流峡復活プロジェクトの取組から～
地域の人々の思いが楽しくつながることで、暗い竹やぶが宝になります。
天竜川の美しい風景を取り戻す取り組みを通じて、私たちの地域の課題
を宝に変える“秘訣”について考えます。また、会場を飾る美しい竹宵も
お楽しみください。

『夜明け前』で読み解く リニア時代
～平田国学・伊那県を中心に～

現長野県の誕生は１８７６年。リニアの開通は、「長野県」という枠組みを
一度白紙にしてみる大きな意識改革を伊那谷にもたらします。この時代
を生き抜くヒントを名作から探ります。

９月１２日（木）
１９：００～２１：００
飯田市公民館

９月２０日（金）
１９：００～２１：００
飯田市公民館

９月２７日（金）
１９：００～２１：００
飯田市公民館

１０月７日（月）
１９：００～２１：００
飯田市公民館

１０月１５日（火）
１９：００～２１：００
飯田市公民館

１０月２１日（月）
１９：００～２１：００
飯田市公民館

１０月３０日（水）
１８：００～２０：３０
飯田市公民館

１１月７日（木）
１９：００～２１：００
飯田市公民館

塚原写真に写る下栗の人々の暮らしから、遠山郷の歴史と民俗文化に
ついて考えます。
１̔ɿ００ʙ�ಛผల໷ؒղઆձɹɹɹ１̕ɿ００ʙٛߨ�

飯田市美術博物館 特別展
６０年前の記憶 遙かなる遠山郷 ～塚原琢哉写真と民俗～

さん

伊那谷地名研究会
会員 今村理則

飯田市歴史研究所
研究員 福村任生

飯田市美術博物館
専門研究員 櫻井弘人

飯田市美術博物館
専門研究員 青木隆幸

羽田真也

さん

飯田市立旭ヶ丘中学校
教諭 大橋春美

さん

天竜川鷲流峡復活プロジェクト
代表 曽根原宗夫

さん

旭松食品株式会社
取締役執行役員
研究開発統括部長兼研究所長

村 澤久司
生涯学習・スポーツ課
文化財活用担当専門主査

坂井勇雄

さん

座光寺地域自治会
歴史に学び地域をたずねる会

小島　稔

現地研修
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活を

８月のエコカフェ

★ウクレレで弦楽器の音を楽しもう！
－初心者向けウクレレ体験会－
日時：８月１８日㈰ １３：００～１５：００
講師：関 耕介さん
参加費：５００円
持ち物：ウクレレ

（貸し出しあり、事前に要連絡）
★心もほっとポカポカしませんか？
アロマハンドトリートメントを体験しよう！
日時：８月２４日㈯

９：３０～１２：００、１３：００～１６：００
（各３０分ずつ）

講師：ユキノさん（柚月堂）
参加費：５００円
持ち物：バスタオル１枚

★赤ちゃんの安定した心を育むために毎日の育児
にベビーマッサージを～
生後２カ月頃から１歳までのベビー
日時：８月３０日㈮ １０：００～１１：３０
講師：谷口美智子さん
参加費：８００円
持ち物：バスタオル、タオル

★お茶と着物と日本の和の文化を楽しんでみませんか？
お抹茶と着付け（浴衣）体験
日時：８月３１日㈯ １０：００～１２：００
講師：大脇ゆかりさん　 参加費：７００円
持ち物：浴衣で参加または持参。浴衣のない方は、

こちらで用意します（事前に要連絡）。
★人や環境に優しいファッションのはなし
洋服という私たちの生活と切り離せないものが、地球
環境や社会貢献などとどのような関連があるのか
日時：９月１４日㈯ １０：００～１１：３０
講師：古賀とよこさん（ルーモ）
参加費：３００円（お茶、お菓子代含む）
持ち物：必要な方は筆記用具

★～プレゼントにも最適です～
生花でかわいいテディベアを作ろう！
日時：９月１５日㈰ 

①１０：００～１２：００ ②１３：００～１５：００
講師：市瀬友現さん
参加費：１,０００円　 持ち物：花ばさみ（ある人）
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※申し込みはお電話でお願いします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。

８月７日㈬から申し込みの受付を開始します

環境や社会貢献などとどのような関連があるのか環境や社会貢献などとどのような関連があるのか
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りはでき
ません。
窯焼きピザづくり（夏カレー）
８月１７日㈯・１８日㈰ １０：３０～１２：００受付
材料費：３００円

かとちゃんの陶芸教室
８月１１日㈷～１５日㈭ １０：００～１５：００
材料費：１,０００円

木育 積み木づくり
９月７日㈯ １０：００～１２：００　材料費：１,０００円
場所：なかまの館　講師：水上雅彦さん（工房菜や）
※予約制：定員２０組（公園事務局までお電話ください）

ウッドバーニングに挑戦しよう
９月８日㈰ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
場所：なかまの館　材料費：２００円～

お野菜スタンプでてぬぐいづくり
８月２５日㈰ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：３００円

紙すき体験をしよう
８月３１日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：５０円

お試しジェルネイル体験
８月２１日㈬ １０：００～１４：００
材料費：１本５００円
場所：なかまの館
主催：Ｌｉｍｏ Ｎａｉｌｓ

けん玉教室
９月１４日㈯ １３：３０～１５：３０
場所：なかまの館　
主催：アップルけん玉クラブの皆さん

８月１９日㈪、２６日㈪、９月２日㈪、９日㈪

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

手作り帽子づくり
９月７日㈯ １０：００～１６：００
材料費：２,０００円　場所：なかまの館
講師：中島久美子さん

きせかえコマを作ろう
８月１７日㈯ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
浮沈子を作ろう
８月１８日㈰ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
ポンポン船を作ろう
８月２５日㈰ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
ペーパークロマトでポストカードを作ろう
８月３１日㈯ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
プチ行灯を作ろう
９月１日㈰ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
吹き矢で遊ぼう
９月７日㈯ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００

楽しいテーマがいっぱい！  遊びにきてね！

木の実でフォトフレームづくり
９月１４日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：２００円　場所：なかまの館
講師：筒井寛さん

第１０回 全国少年少女チャレンジ創造コンテスト
飯田地区大会
～飯田下伊那の小中学生が出場する、

からくりパフォーマンスカーのコンテスト～
８月２４日㈯ １０：００～１２：００　 場所：おいで館
しゃぼん玉であそぼう
８月２４日㈯
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：５０円
場所：おいで館前

おもちゃの修理屋さん
８月２４日㈯、９月１４日㈯
１０：００～１２：００
場所：なかまの館
講師：玩具の修理屋さん

クラフトパーク
９月１日㈰ １０：００～１５：００
材料費：各ブースによって異なります
場所：なかまの館　主催：どんぐりクラフト

にこにこ♪森っこマーケット
９月１５日㈰・１６日㈷ １０：００～１５：００
場所：なかまの館 工房前広場
主催：どんぐりの会

森森子ども大学（子ども体験学習）

食の工房体験学習

土の工房体験学習

なかまの館体験学習

森森探検隊

木の工房体験学習

市民の皆さんによる活動

休館日 （８月１５日～９月１４日の期間中）

森森大学院（成人向け教養講座）
※対象：中学生以上　　　※全講座予約制
※予約は公園事務局へお電話でお願いします。
※予約期間は各講座の開講７日前までです。
　（定員になり次第締め切り）

理科実験ミュージアム

◆◆◆　理科実験ミュージアム問い合わせ　◆◆◆
南信州飯田おもしろ科学工房  www.i-kagaku.net

生涯学習・スポーツ課　 内線３７４２

場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

森森子ども大学（子ども体験学習）
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天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
https://kawaranbe.net/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

水の生き物を川砂で描こう
８月１７日㈯ ９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：砂のアートを楽しもう！

ウォーキングで健康講座
８月２２日㈭ ８：３０～１５：３０　対象：成人
講師：酒井浩文さん （ソウル五輪競歩代表）
内容：しらびそ高原と下栗の里を歩きます。
【バス定員４０人】

ダイコンまきとジャガイモ料理
８月２４日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：大根の種まき作業を体験。

天竜川原で押し花ノートづくり
８月３１日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：川原で遊んで水辺の花に親しもう！
【南信州サイエンスクエストのイベント】

絵手紙講座
９月５日㈭ ９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸さん （日本絵手紙協会）
内容：先生に教わりながら楽しく描きます。
【材料費２００円】

外来せいぶつ退治 ③ウシガエル退治
９月７日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
主催：天竜川上流河川事務所
内容：外来種を退治して

池の生き物を守ろう。
デジカメ入門
９月１１日㈬ ９：００～１１：００　対象：成人
講師：宮島 功さん （飯田市写真家）
内容：今月は撮影方法を学ぶ勉強会。

お月見で、秋の星空に 出発！
９月１３日㈮ １８：３０～２０：００　対象：幼児～成人
講師：吉住千亜紀 （美術博物館）
内容：「おだんご」食べながら名月を鑑賞。

断層・段丘・ジオたんけん
９月１４日㈯ ９：００～１１：００　対象：小学生以上
講師：村松 武 （美術博物館）
内容：地形や地質のナゾを調べます。

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴でお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

※材料費・参加費については、
特に記載のないものは無料。

飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

ズーｄｅおえかき
９月１４日㈯
１３：１５～１４：００
（雨天決行）
花と動物
どこがちがうかな？展 （展示イベント）
９月１日㈰～２９日㈰
アサギマダラがあつまる花
フジバカマの成長記録 （展示イベント）
９月１日㈰～２９日㈰
花と動物の写真展 ｉｎ ＩＩＤＡ ＺＯＯ
（応募、展示イベント）
９月１日㈰～２９日㈰

８月１９日㈪、２６日㈪、９月２日㈪、９日㈪

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。
ウサギのふれあい
１１：００～１１：３０ （雨天中止）
モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００ （雨天中止）
フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう
１２：１５～ （雨天中止）
ポニーのふれあい
１３：３０～１４：３０ （雨天中止）

モルモットのふれあい
１１：３０～１２：００ （雨天中止）
※１１：３０までに希望者がいない場合は、中止となります。

アン
デスコ

ンド
ル

休園日 （８月１５日～９月１４日の期間中）

毎週土日・祝日のイベント （定期）

平日の定期イベント
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作り方  材料（８個分）天
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ら
ま
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ゅ
う

飯田下伊那ではお盆やお彼岸が近付くと
天ぷら用のまんじゅうが売られ、各家庭で天
ぷらの衣をつけて揚げます。サクサクに揚がっ
たまんじゅうは何とも言えないおいしさです。

天ぷら用まんじゅう

天ぷら粉

氷水　

塩

酒

揚げ油

８個

１カップ

１８０ｍｌ

ひとつまみ

大さじ１

適宜

①衣は薄めに作る。
塩、酒を入れるとよい。
②❶の中にまんじゅうを入れて
衣を付ける。
③油でカラリと揚げる。

ɾฤߦൃ ɿू൧ాࢢ�ࢢ௕ެࣨ�ൿॻ広報՝ʗ ３˟９５-８５０１ ௕໺ݝ൧ాࢢେٱอொ̎ ̑̏ �̐�ὸ̌ ̎̒ ʢ̑̎ ʣ̎̐̑̍ �̍�ɹ̌ ̎̒ ʢ̑̑ ʣ̏̐̑̍  ̍ ●ウェブサイト https://www.city.iida.lg.jp/

飯田市の人口（７/１現在）■人口＝１００,９９６人（前月比－６５）男４８,５２１人／女５２,４７５人  ■世帯数＝４０,００３世帯（前月比＋３）

９月７日㈯～１１月４日㉁会 期

開館時間

休 館 日

観 覧 料

̏࣌લ̕ޕ ０෼ʙ࣌̑ޙޕ
ʢೖؗ͸̏࣌̐ޙޕ ０෼·Ͱʣ
݄༵೔
ʢ̕ １݄̒ ೔ɺ２̏ ೔ɺ１０݄ １̐ ೔ɺ１１݄ ೔̐͸։ؗʣ
ॕ೔ͷཌ೔
ʢ̕ １݄̓ ೔ɺ２̐ ೔ɺ１０݄ １̑ ೔ɺ２̏ ೔ʣ
Ұൠ�̏ １０ԁʢ２１０ԁʣߴɺ ੜ�２００ԁʢ１̑０ԁʣߍ
খதֶੜ�１００ԁʢ̔ ０ԁʣ
ʢ˞��ʣ಺͸２０ਓҎ্ͷஂମྉۚ

６０年前の記憶 遙かなる遠山郷

１９５８年に塚原琢哉氏が撮影した飯田市上村下栗の
人々の写真を通して、地域のくらしや文化について振り
返ります。

下栗の子どもたち （塚原琢哉撮影）

９月７日㈯～１１月４日㉁会 期

開館時間 ̏࣌લ̕ޕ ０෼ޕલ̏࣌̕ ０෼ޕલ࣌̕ ʙ࣌̑ޙޕ

年前の記憶 遙かなる遠山郷
－塚原琢哉写真と遠山の民俗－

ԋձ�「遙かなる遠山郷の記憶と民俗」ɹ�̕ߨ ２݄̕ ೔ 

ձ�「遠山郷下栗を体感する」ɹ���������１０ֶ݄ݟ ೔̒ 

ؔ࿈లࣔ�まつり伝承館天伯展
１１݄ １̒ ೔​ʙ１２݄ １̑ ೔ 

第１７回 飯田市地域史研究集会を開催します
飯田・下伊那の歴史を彩る近現代の蚕糸業の歩みは、養蚕や製糸を通じて、地域の人々のくらしと深く結びつ

いていました。今回、蚕糸業の盛衰と地域社会とのかかわりをテーマに取り上げます。
１日目は、蚕糸業の歴史を、飯田・下伊那と他地域の比較、また地域における
生活との関わりなど、いろいろな点から検討します。また、２日目には、蚕糸業を
めぐる文化の継承を目指す試みなどから、飯田・下伊那の未来を考えます。

飯田・下伊那の蚕糸業と地域社会
●日時：９月７日㈯ 午前１０時～午後５時　 ◉場所：飯田市役所 Ｃ棟３階会議室
講演／日本蚕糸業の地域類型 ―長野と群馬の組合製糸を中心に―　石井寛治さん （東京大学名誉教授）　
講演／下伊那の蚕糸業と地域構造　田中雅孝 （飯田市歴史研究所）
報告／天龍社の盛衰と蚕業技術員の機能　太田仙一 （飯田市歴史研究所）
質疑応答・全体討論　　　　
※午後１時から緑ヶ丘中学校合唱部による演奏があります。

●日時：９月８日㈰ 午前９時３０分～午後０時３０分　 ◉場所：飯田市役所 Ｃ棟３階会議室
報告／飼うから始めるお蚕さまプロジェクト ―阿智村全村博物館構想―　大石真紀子さん （阿智村役場）
報告／蚕種の保存に使われた天然の冷蔵庫・風穴　片桐一樹さん （伊那谷自然友の会）
報告／建物原簿史料からみる大正期の飯田町　福村任生 （飯田市歴史研究所）
報告／戦地からの１０１４通の手紙 ―川路村の教師に届いた軍事郵便―　上河内陽子 （飯田市歴史研究所）

資料代 ５００円
（２日間共通）
資料代 ５００円
（２日間共通）
※高校生以下無料
※事前申し込み不要
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